
〈準 ず る教育 〉盲 ・ろ う・肢体不 自由養 護学校 高等部 部会

研究 主題

「確か な学 力」 を育むための評価規準に基 づ く指導の在 り方

研究の概 要

準ず る教育課 程 を実施 してい る 盲 ・ろ う ・養護 学校 高等 部 にお いて、生 徒 一人一 人 の障

害 の状態や 特性 を考慮 し、基 礎 的 ・基本的 な学力 の定着 と伸長 を図 るた め には、学 習状況

の 評価の 工夫 ・改善 を行 うこ とが求 め られ てい る。

そのた め には、小 ・中学 部で すで に実施 され て い る 目標 に準拠 した観 点別学 習状 況 の評

価 の導入 を 図 り、指 導 と評価 の一体化 を図る必 要 が ある.

本研 究で は、 盲学 校 の保 健 体育 の指 導 にお ける評価 規準 と評 価規 準 に基づ いた評価 計画 、

ろ う学校 の公 民 の指 導にお け る学習 の到達度 を適切 に評価 す るた めの評価 規準 を具 体化 し

た。

1研 究 の 目的

準ず る教 育 課程 を実 施 してい る盲 ・ろ う ・養護学校 では 、障害 に基 づ く種 々 の困難 の改 善 ・

克服 を図 る と ともに、 学習指 導要 領 に示 されてい る基 礎 的 ・基本 的な 学力 をいか に身 に付 け さ

せ るかが重 要 な課 題で あ る.

小 ・中学校 にお いて 、児童 ・生 徒 に、基礎 的 ・基本 的 な学 力 を確 実 に身 に付 け させ るた めに

は、児 童 ・生徒 の学習 状況 の評価 の 工 夫 ・改善 をす る必 要が あ る。 そ のた めに、 学習指 導要領

に示 されて い る 目標 に照 らして 、そ の実現 状況 を見 る評価 を基本 に据 え、評価 の在 り方 にっ い

ての研 究 ・開発 が進 め られ た.

これ を受 け て、準ず る教育課 程 を実 施 してい る盲 ・ろ う ・養 護 学校 の小学 部 ・中学部 にお い

ては 、平成16年 度 よ り、 目標 に準拠 した評価規 準 を学校 ご とに作成 した ところで あ る。

高等 学校 に っい ては 、国立教 育政 策研 究所教 育課 程研 究セ ンター にお いて 、平成14年4月

に高等 学校 の評価 規準 、評価 方 法等 の研 究開発が 開始 され 、平成16年6月 に 「評価 規 準の 作

成 、評価 方法 の 工夫改善 のた めの参 考 資料(高 等学 校)」 が まとめ られ た。

今 後 、準 ず る教 育課程 を実施 して い る盲 ・ろ う ・養 護 学校 の高等 部 におい て、進 学 または就

職 に 向けて 、生徒 の障害 の状態 に応 じた指 導方 法 を工夫 し、棊礎 的 ・基本 的 な学力 の定 着 と伸

長 を 図って い く必 要が ある。

そ のた めに、 評価の在 り方 につ いて 検刮 し、評価 方 法 を工夫 し、 さ らに評価 を指 導 に生か し

て、指 導の 改善 を図 るこ とが重 要 で あ る。 そのた めに、本研 究 で は、観点別 学 習 の評価 を基 本

と した学 習 の到達 度を適切 に評価 す るた めの方法 を検討 し、具 体化す る。
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1研 究 の 方 法

1準 ずる教 育課程 を行 ってい る高等 部の 評価 の現 状 と課 題 を明確 にす る。

(1)高 等部 にお け る評価 の現状 と課 題

(2)習 熟 度別 グルー プ編成 の 実際 の分析 及 び グルー プご との評価 の在 り方や 評価 規準 の考 え

方の検討

2報 告書 や資料 等 によ り、評価 につ いての考 え方 を明 らか にす る。

(1)評 価 の基本 的 な考 え方の検 討

(2)各 教科 の基 本 的 な評価 の観 点 と して 、 「関心 ・意欲 ・態度 」 「思 考 ・判 断」 「技 能 ・表

現」 「知識 ・理解 」 の4観 点 に よる評価 方法 の検討

(3)各 教 科の 目標 に準拠 した評価 を行 うた めの評価 規準 の必要性 の検 討

(4)障 害 の状 態や特性 に応 じた評価 の在 り方 の検討

(5)評 価 と評 定の在 り方 の考察

3具 体 的な評 価規準 を作 成 し、評価 を実践す る。

年 間の評価 計 画、 単元 の評価 規 準、 単元 の評価規 準に基 づ いた学 習指 導案 を作成 し、実

際の 評価 活動 と授業研 究 を通 して評価 の在 り方 を検証す る.

(D盲 学校保 健 体 育 「体 育 」 の障害 σ)特性 に配慮 した年 間評価 計 画及 び 単元 の評価 規 準 と評

価 の実 際

(2)ろ う学校 公 民 「現代 社 会」 の評 価 の観 点及 び障害 の特性 に配 慮 した 学習指 導案 と評価 の

実際

(3)評 価 活動 を通 して 、指 導 と評価 の一体 化 につい ての検討

皿 研 究 の 内 容(1)～ 評価 の考 え方 ～

1高 等部 に お ける評価 の現状 と課 題

(1)羽 熟 度別 グルー プ での学 習の 評価 と評 定 の在 り方

準ず る教 育課 程 を実施 してい る 盲 ・ろ う ・養護 学校 では 、生徒 の 障害の状 態等 に応 じた

指導 が大 切で あ る。 当該学 年 の教科 書を用 い る生 徒や 、指導 内容 を精 選 した り、下学部 ・

下学年 の指 導 内容 を適 用 し、特別 な 配慮 の'ドに手厚 くきめ細や かな指 導 を行 う必 要が あ る

生徒 まで様 々な生徒 がい る。

評価 につ いては、 各々 の習熟 度別 グル ープで評価 を行 ってい る揚合 が多 い。 しか し、 当

該学年 対応 の内容 を指 導 して い るグルー プ と 下学 部 ・下学年 の 内容 を指導 して い るグル ー

プ とで は、 それ ぞれ の グル ー プで行 われ てい る指 導 内容 の違 い か ら、必然 的 に 目標や 到達

度 も異 な って くる。所 属 して い るグルー プの違 いに よって 評価 を どの よ うにす るか な ど、

評価 の客観 性 につい て統一 した考 え方 を示 してい ない場合 が多 い。
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高等 部 の場合 は、指導 要録 へ の記 載 は評定 のみ であ るが、評 価 を総括 して要 録 に評定

を記入す る際 に も、異 な る学習 グル ープ に よる評定 の客観性 が課題 で あ る.

(2)観 点別 学習 状況 の4観 点にっ いて の周知

高等 学校 にお いて は、平成12年 教 育課程審 議会 答 申を受 け、観 点別 学習状 況 の評価 を

中心 に、評価 の在 り方 の」二夫 ・改 善が 図 られ てい る.し か し、 盲 ・ろ う ・養 護 学校 の 高等

部 にお いて は、 目標 に準拠 した評価 の在 り方につ いての理 解 が まだ 十分 では ない。特 に、

生徒 の学 習状 況 を4観 点 で評価 してい くこ とにっいて は、周 知が 図 られ てい ないn

(3)評 価 を指導 に生 かす こと及び 評価 方法の 改善

目標 に照 らした学習 の実現 状況 を とらえ、そ の結 果 を分 析 して指 導 を して い く必 要が あ

る.教 師 は毎 授業 の評価 を フィー ドバ ック し、生徒 が 目標 を達 成す るこ とが できな か った

り、課題 解決 がで きなか った りした原 因 にっ いて考 え、 次の授 業で授 業 内容 ・方法 を修正

した り補 習 を実施 してい くこ とが必 要で ある。

指導 と評価 の計 画 に甚 つ いて、観 点 ご との評価 を計画 的に行 う■とが 大 切で あ る。1回

の授業 で評価 す る観 点 は、評価 の 計画 に よ り設 定 され る.評 価 した ら終 わ りで はな く評価

の結果 を指導 に生か す こ とが必 要で あ る。

(4)個 別指 導計 画 と評価 の在 り方

各学校 で は、年 間指 導計画 に基 づき一 人一人 の生 徒の個 別指 導計 画が作成 され て い る。

準ず る教 育課程 の個 別指 導計1画は 、教科 ごとに作成 され る こ とが多 いn今 後 、学 校 で作成

され る評価 規 準 との関連 を踏 ま えて、基礎 的 ・基 本 的な学 力 の定着 と伸 長を図 る個別 指導

計画 を充 実 させ てい く必要 が ある,

参考:観 点別学習状況の評価及び評定の在 り方

田4.2教 育庁指導部中学校教育指導課

授業 を変える子どもを生かす評価 ・評定Q&A2評価 の基本 的 な考 え方

lll5.lo教 育庁指導部

簡 簿単校 常躍捲 導蝦績 日標に準拠 した評価の一層の重視
一 員 道 立

基本的 なね らい

完全学 校週5日 制 の下 、学 習指導 要領 に示 す基礎 的 ・基本的 な内容 の確 実 な習得 を図

り、 自ら学び 自ら考 える力 な どの 〔生きる 力〕 を育成す る。

謬
実現するために

観点別学習状況の評価を基本 とする現行の評価方法を発展させ、目標に準拠 した評価

を一層重視するとの基本的な考え方に立ち、指導要録における各教科の学習の記録の

取扱いについて、観点別学習状況の評価を基本とすることを維持する とともに、1」、学

校及び中学校においても評定を目標に準拠 した評価に改めること。

月童生徒一人一人の良さや可能性、進歩の状況などを積極的に評価 していく観点から、

新設される 「総合所見及び指導上参考となる諸事項」の欄において、個人内評価を一

層充実 していくこと。 教育課程審議会答申(平 成12年12月)
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(1)「 学 力 」 と 「評 価 」

学 力一
評 価

_灘 羅晶蕊墨一鹸晶薫識_謹__瓢 蜘 蕊 慧驚_
観点別 学 習状 況 の評価 を甚本 と した評価 方法 を発展 させ 、 目標 に準拠 した評価 を 一層

重視 す る と ともに 、児童 生徒 一人一 人 の良い点や 可能性 、進 捗 の状況等 を評価 す るため、
個 人内評価 を工夫 す る。

讐鰻 襟竺壌竺竺纈
(2)「 目標 に 準 拠 した 評 価 」 と 「個 人 内 評 価 」

基礎的 ・基本的な内容の確実な習得を図ることを重視 していることか ら、学習指導要領に
されている目標の実現の状況を見る評価を一層臣視 し、観点別学習状況の評価を基本と し

生徒の学習到達度を適切に評価する。一
灘鞍饗繋鑑難鐙i薫製i

繊 難 鎌 等の 「生きる力」を1まぐくむことを919U,学 習腰 領に示され

(3)「 目標 に 準 拠 した 評 価 」 の 実 施 と 「評 価 規 準 」

学 習指 導要領 の教 科 ・科 目の 目標 ⇒ 学習指導の目標(ね らい)

目標 を四つの観点に分けて評価 観点別評価

*「 学習指 導 の 目標(ね らい)」 が実 現 され た状態 を具体 的 に想 定 した もの が評価規 準。

*基 本 部分 は 、学習指 導要領 とそ の解謙 に従 うが 、各 哨元(題 材)ご との評価 規準 な ど

授 業 の実施 を想 定 した よ り具体 的 な部分 につい ては 洛 学校 の実状 に即 して作成 す る.

…繍 蝶 繍 価が効果的にtiわれるよう1こするために
、学習指導要領に示す目標の

・現の 状況 を客観 的に判 断す るた めのよ り所 を意味 する もので ある。 生徒 の学 習状況 を測定
る際 の物差 しであ り、 「学 習指 導の 目標(ね ら い)」 を観 点別 に とらえ るための 具体 的な室

であ る。一
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(4)評 価方 法 と手段

・各教科 の 日標に 準拠 して3段 階 で評価 す る。

十分満足できると判断される A

おおむね満足できると判断される B

努力を要すると判断されるもの C

・教科 の特性 や観 点 の趣 旨に応 じて 、ペーパー テ ス トや 実技 テス トに よ る評価 、児 童 ・生

徒 の ノー トや レポー ト、 作品 に よる評価、教 師 に よる観察 や面接 に よ る評価 、児 竜 ・生

徒の 自己評 価や相 互評 価 な ど、 評価 方法 を適 切 に選択 した り、組 み合 わせ た りす る。

・情意 面 に関 わ る観点 で ある 「感 心 ・意欲 ・態 度」 につ いて は、評価 の妥 当性 や 客観性 を

高 め るた めに、多様 な評価 方法 に よる継続 的 ・総 合的 な評価 の在 り方を 工夫 ・改 善す る

こ とが重 要で あ る。

・評価 につ いて の教師 の力 量を 高 める ことに よっ て、客観 的 で信 頼性 の高い 評価 が行われ

るよ うにす るこ とが 大切で あ る.

(5)評 価 と評定

観点別 学 習状況 にっ いて は、個 々 の評価 規 準に照 ら して学 習の達成 状況 を評価 し、得 ら

れた 評価 結 果 を基 に、 単元(題 材)全 体 の達成 状況 を ま とめ、 さ らに学期 や 学年 とい った

単位 で 学習 の達成状 況 を まとめ る.

評定 につ いて は、観 点別 学 習状 況の評価 と評 定 を別 々 に扱 うの では な く、観 点別 学習状

況 にお いて あげ られ た分析 的 な評価 を総 括 して、5段 階評 価 で評定 を行 うn

十分満足できると判断されるもののうち、特に程度の高いもの 5

十分満足できると判断されるものの 4

おおむね満足できると判断されるものの 3

努力を要すると判断されるもの 2

努力を要すると判断されるもののうち、特に程度の低いもの 1

饗響鱗織蹴泌驚雛瓢瓢黛
(6)障 害 の状態や特性 等 に応 じた評価

障害 の状態や 特性等 によ っては 、各教 科 の 目標 に準拠 した評価 が不可 能 な場合 が ある。

盲学校 での保健 体育や 理科 、美術 等 、 ろ う学校 で の音 楽や英 語等 、肢体 不 自由養護 学校 の

保 健 体 育等は 、生徒 の実態 に よ っては指 導 内容 や 方法 を替 え、評価 規準 を 工夫 す るこ とが

必要 とな る。

また、 学習 の評価 を適 切 に行 うた め には、生徒 一人 一人 の実態 を総合 的 に捉 え、学習 の

目標 を適切 に定 め るこ とが必 要で あ る、

一28一



3評 価方 法等 の工夫

(D習 熟度 別 グルー プ学 習の評価

ア グル ー プ ご とσ)到達度や 日標 設定 の違 い

当該学年 対応 の 内癖 を行 うグル ー プで は、 当然 な が ら、 評価 規 準 も 当該 学年 に応 じた

レベル が要 求 され るnそ の グルー プ の 中で は、5段 階評価 で2の 評定 に なる生徒 がお り、

・方 では
、下学部 ・下学年 の 内容 を学習 す る グル ープ では、 その 内容 に応 じて 下学 部 ・

下学年 の 評価 規 準 を十分 に満 た し、評定 で は5段 階評価 で5の 評定 にな る生 徒 がい るこ

と もあ る。 各 グル ー プが到 達度や指 導 内容 を明記 して いない と、 この よ うに、学校 のrl1

で2と5に ついて の評 定につ いて の客観性 が乏 しくな る。

習熟 度 グル ー プ編成 を行 う場合 は、生 徒 の障害 の状態や 特性 等 を よ く把握 し、 グル ー

プ内 の生徒 に合 った 目標 の設定 と指導 内容 の精選 とを工夫す る必 要が あ る。

イ 習熟度 グルー プ にお け る評価規 準 乍成上 の 工夫

当該学年対応の内容を行うグループ ⇒ 議 講 教科の目標に準拠した評{面

下学部・下学年の略 を行うグルワ ⇒ 鼎 難 瀦 麟 簾 考にした

*生 徒 の実態 に よっては 、柔 軟 に考 えた ものを使 うな ど、評価規 準 に幅 を持た せ る

ことが 必要 で ある。

*当 該学年 の各 教科 の 目標 に準拠 していな い場 合 は、そ の グル ープ が作成 した 評価

規 準 にっいて 明確 にす る必 要 があ る、 通知表や 指導 要録等 に も下学 部 ・下学年 を

適 川 した主 旨を記 載 してお くこ とが 望ま しい(要 録 に は下学年 適用 の揚 合 「代

替4」 と記載す るn)。

(2)観 点別 学 習状況 の各観 点 のバ ランス を考慮 した評価

学 習指 導要領 で は、 自ら学ぶ意欲 や 思 考力、 判断力 、表 現 力 な どの資質や能 力 の育成 を

目指 してお り、 それ らが相 互 に関連 して、 は じめて意義 の ある もの ととらえ られ てい る。

このた め、評価 の観 点 は基 本 的 に 「関 心 ・意欲 ・態度 」 「思考 ・判 断」 「技 能 ・表現 」 「知

識 ・理解 」 で構成 され て いる。 したが って 、そ のいず れ かの観 点 のみ を重 視す るもので は

な く、相 互 にバ ランス よ く関連 づ けて評価す る もので ある。

観 点別 学 習状況 の評価 は分析 的 な評価 を行 うもので あ り、評 定 はその総 合的 な評価 をす

るもので ある。 したが って 、分 析的 な評価 で あ る観点別 学 習 の観 点 ごとの総括結 果 を用 い

て評定へ総 括す る際、 あ る観点 に大 き く偏 って重 み を付 ける こ とは望 ま しくは ない。 しか

し、障害 の特性等 や指 導 のね らい、評価 方法 等か ら、重 みを付 け る場合 もあ る。

例)盲 学 校 同 じ学習内容でも、弱視の生徒 と全盲の生徒では観点により到達度が

違う場合がある,

ろう学校:音 楽等では、障害の特性か ら評価できない観点がある場合がある。等
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◇ 「重み 付 け」 とは

評価の 観点 につ いて、 各観点 を、 どれ も同 じ重み(重 要 度)と して とらえる のでな く、「こ

の観 点は、 ほか の観点 よ りも重要で あ る」 とい うよ うに、 観点 によ って重 み(重 要度)の 違

い を付 ける こ と。

*基 本 的 に重 み付 け は、それ を行 うこ とで評価 の客観性 や 信頼 性 が高 ま るか 、生徒 の 学

習指 導 に役 立 てる ものにな るか とい う視 点か ら行われ るべ きで あ る。 学習指 導 の流叡

体 か らどの よ うな重み付 け をすれ ば よいのか検 討 してい くこ とが大切 で あ る。

*評 価 しや すい 観 点の み を重視 して しま うこ とがな い よ うに 、単 元 に よって は、 あ ■

点 を重視 し、総 括 にお いて観 点 ご とに重み 付 けを工夫 す る場 合 が考 え られ るが、年 厚

通 して各観 点 の評価 はバ ランス よくす るのが妥 当で ある。一
評価 をす る際に、4観 点 の 中で重 み を付 け る場合 は、そ の観 点 と方 法 、理 由、根 拠等 を

検討 し明確 にす る必 要が ある。評 価 の客観性や 信頼性 を高 め るため に も生徒 、保護 者 に対

して合 理 的に説 明で きる こ とが求 め られ る。

(3)評 価 の評 定へ の総 括

◆ 評価 か ら評定へ の総 括の例

1各 単元 ごとの観 点別評価 → 学 年朱評定

各単 元 ・各観 点 ごとの評価(A,B、C)を 累積 して、 学年 宋 に観点 別学 習状 況

の評 価(A,日,C)を 出 し、学年 末の評定 に総括 する。

2各 単元 ごとの観点別 評価 → 各学 期 ごとの観点別 → 学年 宋評定

各 学期の観 点別学習 状況の 評価(A,B,C)を 出 し、学 年末 の評定 に総括す る。

3各 単元ごとの観点別評価→各学期 ごとの観点別評価→各学期の評定→学年末評定

各学期の評定を、学年末の評定に総括する。

◆ 観点別学習の評価か ら評定への具体的な総括の考え方の例

各観 点 とも同 じ評価が そ ろ う場合、 例え ば、

● 「AAAA」

● 「BBBB」

● 「CCCC」

→

→

→

4ま た は5

3

2ま た1 とす る の が適 当であ る。

それ 以外の場合 は、各 観点のA、B、Cの 数 の組み合 せか ら適切 に評定す る。

*出 現 率 の高 い もの を重視 しなが ら、 学年 の 口標 及 び観 点 の趣 旨に照 ら し合 わせ て

実 現状況 を把 握 し、評 定す るな どの工夫 が必要 とな って くる。

*観 点 別学 習 の評価 結果 はA、B、Cな どで表 され るが、 そ こで表 され た学 習 の実

現状 況 には幅 が あ るた め、機械 的 に評定す るこ とは適 当で ない揚 合 もあ る。

*評 価 に対 す る客観 性や 信頼 性 を高 め るた めに 、各学 校 で は観 点別 学習 の評価 ご と

の総 括お よび評 定の 考 え方や 方 法 にっい て共 通化 を図 り、生 徒及 び保 護者 に十分説

明 し理解 を得 るこ とが大切 で あ る。
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4「 評価 の計画 」の 作成 手順

学 習指導要領の各教科の目標

羅
単元(分 野)の 目標 を明確 にす る ⇔

蜷
各単元の観 点ごとの評価規準 を設定する

羅
学習活動に即 した具体的 な評価規準 を設定す る くコ

羅

年 問 評価 計 両 の例
★参照 盲 学校 「体育 」P32

国立 教 育 政 策 研 究 所 に よ る評 価

規 準 及 び そ の 具 体 例 等 を参 考 。

★ 参 照 盲 学 校 「体 育 」

:P33,36,38

ろ う学 校 「現 代 社 会 」:P43

1単 位 時 間 の評 価 規準 の例
★参 照 ろう学校 「現 代社会 」

P43

単元の指 導と評価 の計画 を作成す る

羅
観点別 学習状況の評価 鵬 評 定

N研 究 の 内容(2)～ 障 害 の 特 性 に応 じた 評価 規 準 の例 ～

評価 規準 の具体例 と して盲 学校 高等 部1年 生保健 体 育 「体 育」 の年 問 の評 価計 画、単 元 の評

価 計 画の例 、観 点別評 価補 助 資料及 び ろ う学校 高等 部3年 生 公民 「現代 社会 」 の単元 の評価 規

準 に従 った1単 位 時 間の指 導 事例 を取 り上 げた。

1事 例1一 盲学 校高 等部1年 生 「保健 体育 」

(1)授 業 内での評価 方法

授 業 を進 め なが ら観 点別 の 評価 を行 う場合 、 一度 に多 くの観 点 につ いて 評価 を行 うこ

とは、指導 す る こ とよ り、評価す るこ とに重点 が 置かれ て しま うこ とが考 え られ るので、

評価 項 目は 、1単 位 時 間の 中では、2、3項 目が適 当で あ る と考 えた。

(2)体 育の 各観 点別 評価 に示 す規準 の 内容

ア

イ

ウ

エ

運 動 へ の 関 心 ・意 欲 ・態 度(a楽 しさ の 体 験 ・b社 会 的 な 態 度 ・c安 全 な 態 度)

運 動 に つ い て の 思 考 ・判 断(a分 析 カ ー見 つ け た り、 違 い が わ か る こ と等 ・

b計 画 力 ・目標 の 設 定 、 課 題4)選 択 、 活 動 の 決 定 、練 習 計 画 や 作 戦 の 立 案 等 ・

c評 価 力)

運 動 の 技 能(a技 能 の 向 上 一個 人 の 技 能 、集 団 の 技 能 ・b審 判 の 技 能)

運 動 につ い て の 知 識 ・理 解(a運 動 、安 全 一運 動 の 特 性 や ル ー ル 、 運 動 の 効 果)

*盲 学校 にお いて は、全 盲の生 徒、弱視 の 生徒 で指導 上 の配慮 亨項 に異な る点 が

考 え られ 、特 に ウ運動 の技能 に関 わ る評価 の規 準 につい ては 、全 盲の生徒 、弱

視 生それ ぞれ に刻 応す る必要 が ある と考 え られ る.し か し、今 回 の内容 では、

ほぼ同様 の規 準 を設定 してい る。
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(3>
.科 目名:体 育

年問評価計画(体 育分野)の 例
単 位 数:3単 位(火 曜一5・6校 時 、金曜 一3校 時)

担 当看:oooo・oooo・oooo・oooo
4ra亘i「 bL Att'い 方を身 につけ、健康 保 持L体 力の 向上 を図 る、,

豊かなスポーツライフを実現するための知識や方法を身に付けるとともに、社会のルールやマナーを守れる能力や態度を養う1、

前期 領 域 主 な 内 容 指導上の留意点等 主な評価の観点

4月 16日 金 オリエンテーション 施設設備、年間計 画、樫 業の進 め方の説明・体操 体喬館施設の確認・各個人の障害の把握する

リラクゼーション及び運動量の確保に配慮する

学習ノートで各自の体調を把擢させる

自己の体力を知り課題を理解させる

グランド施設の確認、把握させる

身体の様々な部位を動かすことで心地よさや楽
Lさを味わう

掌習ノートをきちんと記録している

自己の体力を把握し分析できる

僻廠・安全に留意して運動しようとしている

20日 火 体ほぐし・体 力テスト ストレッチ体操・握力・長座体前屈・上体起 こし

23日 金 体ほぐし・体 力テスト ストレッチ体操 ・立ち幅跳び・バーピー

27日 火 側証ぐL・引虐',く」川 車ノ」ア ストレッチ体操・シャトルラン・ハンドE3投練習、動きつくり

5月 7日 金 体ほぐし・体 力テスト ストレッチ体操 ・ハンドボール投げ・グランド施設の説 明

11日 火 陸上競技 短距離走・投てき・跳躍基本動作 学習ノートで各 自の体調を把握させる

自己の課題を考 え目標記録を設定する

施設、器具等の安全に配慮して行う

roo、400は 選択で行う

記録を伸ばすための工夫 をするよう導く

目標記鎌とσ〉比較と課題を再認職させる

楽雨天の場合は体育館で動きつくリ

障スポに向けてのコンディショニング

金力を出Lて競走したL人記録を向上させたりす
る楽しさや喜びを味わおうとする

鍵康・安全に留意して運勒しようとしている

學習ノートをきちんと記録している

自己の能力と適性を知り、運動の特性に応じた
課題の解決を目指Lて、活動の仕方を考え工夫
Lている

適切な技能を身に付けている

14日 金 陸上競技 無距離走・投てき〔40m、HB・3日 投げ、スクプロの使用法)

1B日 火 修学旅行・陸上脱 技 跳題・短距離 ・投てき(40m走 、スタブロ練習)

21日 金 修掌旅行・陸上競技 跳踵・短距離(10Dor400m.帽 跳 び.立 ち幅践ぴ)

25日 火 陸上競技 跳超・短距離 ・投てき(100m、 幅跳び、FB・8巳 投げ)

2呂日盆 陸上競技 記名景会 〔60F刊、帽跳 び、FB・SB投1ヂ)

6月 「日火 陸上競技 記鍛会 〔100m、 幅 跳び、FB、5B投 げ}・実技テスト

4日 盆 陸上競技 各自避択種目の記録計測

巳日火 水泳 才リエンテーション・施設設備の説 明・7k慣れ 水泳の特性や学習の進め方を理解させる

自己の運動能力を認謝し課題を見つける

水泳の運動特性を知らせる

自己の課題を考え目標を識定させる

泳法の基本を習得させる

巌入水不可の場合ぱ動きつくり〔器械通動)

自己の泳力を知リ.目標をもって計画的に緯習
に取り組む

基本的な泳法を習得する

目撫記録との比較と課題を再認臓させる

水泳の特性に関心を持ち、棟4な 運動体験をし
て水泳の楽しさや晋ぴを味わおうとする

自己の能力と適性を知リ.適切な課題、目標を
設定している

自己の体力を高めるための運動の合理的な行
い方を身に付けている

髄廠・安全に留慧して還動しようとしている

自己の能力と運動の特性に応じた課題の解決
を目指して運動を行うとともに、運動の披能を窩
めている

11日 金 動ぎつくり〔器械運 動) マ・ント,鋭棒、ケライミングローブ寄(以 降水泳中止の裏版扱い〕

15日 火 中間試験 水泳 水慣れ 〔ブレッシング,浮 き身)・水 中リラクセーション

1B日 金 中間試験 水泳 基本泳法、クロール(プ ル=リカバリー ・エルボアップ〕

クロールくプル ・プレッシング)22日 火 水泳

25日 金 水泳 クロールくコンビネーション)・平泳ぎ 〔キック〕

29日 火 水泳 クロール125m記 録計測)・平泳ぎ〔ストローク・ブレス)

7月 2日 金 水泳 基本泳法=ク ロール、平泳ぎ・課題別緯習

6日 火 水泳 実技テスト(クロール}

9日 金 水泳 クロール.平 泳ぎ ・記録の計測・課題別棟 習

13日 火 水泳 水難鱗 故に遭遇 した時の対応・エレメンタリーバック 自己の安全を自分で守る力を身につける

背浮き、エレメン虫リーバックストローク習得

自己の安全確保の技能を身に付けている

水難事故の知甜を理解している16日 金 移動教室

9月 3日 金 水泳 背泳ぎ、バタフライなど新しい泳法に挑戦する 無理のないように配慮する

自己の能力に応じ時間や距離に挑職させる

各自の体調に気を配る

今期成果をまとめ次年度の課題を持たせる

※入水不可の場合はグランドソフトポールの導
入(予定を組り上げて実施する〕

互いに協力して計画的に遇勘している

課題解決の為によく努力している

基本泳法φ技能を身に付けている

記録向上に合わ世て効果的な練習の仕方、競
泳の仕方を工夫している

7日 火 水泳 時間泳(ク ロール、平泳ぎ)・課題別紳習

10日 金 水泳 距離泳・課題別練習

14日 火 水泳 実技テスト(クロール ・平泳ぎ}・個 人やチームでの競 争

17日 金 水泳 時間や距離に桃戦 ・個人やチームでの競争 ・まとめ

24日 金 水泳。rグランドソフト 水泳まとめi中 止時1グ ランドソフトボール

29日 火 期末試験期聞

10月 5日 火 期末試験期聞

8日 金 終業式

後期 12日 火 始業式

15日 金 グランドソフトボール グランドソフトポール について説明・基礎 技能ボール慣れ 十指の性孜にほ圧葱を世 し、罫盆1=醐 心θ弄王
意を払う
バットを振ゐ際には周囲に注意 を払う

試 合に全 員参加できようルー ルを工夫する
チーム内での役割 分担をし積極的な参加を促

す
且同1買㎡_5リ へm動 織什1十掴畳暗宕暑m7

累団スホーツの獅任を埋解L、 協刀して旭人、
集団の技能を高 め,ゲ ームを楽しむことができ

る
自己の能力と適性を知り、課題 、目標を設定し
てい石

作眠を立てて競い合う球技 の楽しさを味わう
槻酪.留 全1一留世1-【 置励1上 「♪1で[.、濫

19日 火 グランドソフトボール 基礎技 能(送 疎 ・捕琳 ・打撃 ・走塁)集 団技能の理解

22目 金 (全国弁論大会)

26日 火 グランドソフトボール 基礎技 能〔送球 ・捕珂 ・打撃 ・走塁}集 団技能(パ ント)

29日 金 グランドソフトボール 基礎技 能・集 団技能 ・簡易試合 ・ルールの理解

1「月 2日 火 文化祭準備期聞

5日 藍 (文化祭前 日準備)

9日 火 睦 上 蹴 慎 ・ウ'ラノド1ノフi・・ド げ」 長距離走・ペー・スラニノrン グ1廿00「「ヒ・グラントソフト窺1気テスト・試自「 自己の 体力を知 り課題 を理解させる

自己の ペースを考え、走法 を工夫させる

100mの ペースを計算する

自己の課題を考え目標記録を詮定する

持久走 大会の 申告資イムを決定する

目標記録に桃戦する

自己の能力と適性を知肌 適切な課題、目標を
設定している

自己の能力と運動の特性に応じた課題の解決
を目指して、活動の仕方を考え工夫Lている

健康・雪全に留慧して運動しようとしている

T2日 盆 陸上競 技く持久走〕 長距離 走・ペースランニンゲ女子1500m、 男子2100m

「6日火 睡上紺 支・ウ'フノド'川・,hl沸 長距離 走・ペースランニング3000mグ ランドソフト試舎

「9日金 陛上競 技〔持久走) 長距離 走・男子4200m、 女子JOOOm

26日 盆 陸上競技〔持久走) 長距離 走・男子5000m、 女子4000m

30日 火 陸上競 技1持 久走) 長距離 走・男子6000m、 女子4500m

12月 3日 金 (持 久走大会,

ア日火 フロアーバレーポー ル フロアーバレーボールについて脱明・基礎技能、ボール慣れ 特1二手指の怪我1こは注意を促し、安全1こは細

心の注恵を払う

前衛 ・佳衛のポジションを体験する

試合に全員参加で吉ようルールを工夫する

チーム内での役割分担をし積極的な参加を促
す

自己やグループの能力と種目の特性に応じた
課題の解決を目指して、活動の仕方を考え工夫
してい看

健康・安全に留慧して運動しようとしている

基本技能を身に付けている

ルールを理解している

10日 盆 フロアーバレーポー ル 基礎技能 〔パス・レシーブ)

14日 火 フロアーバレーボー ル 基礎技能 〔パス・レシーブ・スパ イク〕・前衛,綾 衛練習

17日 盆 フロアーバレーポール 基礎技能 〔サーブ}・簡易鼠合 ・ルールの理解

21日 火 フロアーバレーボー ル 実技テスト・試台・ルールの理解

24日 金 フロアーパレーボー ル 試合 ・ルールの理解

1月 11日 火 トランポリン邑盲 卓球 授業の進め方の説明・基礎技能 トランポリン使用 の際の安全確保について理 解

をさせる

トランポリンは目標をもって計画的に練習をする

自己の運動能力を認謝 し課題を見つける

ミニトランポリン.マ ット等 を利用し勤きつくり

ルール理解

ミニトランポリン、クライミンゲロープ等を利用

ルールを覚えろ

トランポリンでは運続技に桃戦する

ミニトランポリン,肋 木、うんてい等を利用

卓塚ではルール査工夫L全 員が試合を楽しめる
よう配慮する

トランポリンは技の組み合わせを工夫し発表演

技を構成するよう配慮する

自己の能力と遡性を知り、遮切O課 題、目据を
設定している

自己の体力を高めるための運動の合理的な行
い方を身に付けている

身体の樵 な々部位を動かすことで心地よさや楽
しさを味わう

基本技能を身に付けている

健庸・安全に留意して運動しようとしている

ルールを理解している

試合の運営などを理解し知臓を身に付けている

14日 金 冒卓球 基礎技能{サ ーブ・レシープ)

18日 火 トランポリン&百 卓球 碁礎 技能 卓:サ ー ブ・レシープ トランポ リン=チ=ッ ケ・ス トレート

21日 金 盲卓球 基礎技髄{サ ーブ・レシーブ〕・ラリー

25日 火 トランポリン&動 音つくり トランポリン〔開脚、タ・ンク、捻り〕・動きつくり

2呂 日盆 宵卓球 基礎技能(サ ーブ・レシーブ〕・ラリー

2月 1日 火 トランポリンと勤きつくり トランポリン〔閉脚、シート、ニー、ピルエット;・動きつくリ

4日 金 盲卓球 基礎技能(サ ーブ・レシープ〕・ラリー ・簡 易賦合

巳日火 トランポリン&動 きつくり トランポ1」ン(連 続 技:タ ック1/2措 り・シー ト噂ニー)・勤 きつ くり

15日 火 トランポリン&勤 きつくり トランポリン(フ ロント・バック・遡緬技}・動きつくり

1呂 日金 盲卓球 卓球 〔賦合・ルールの理解)

22日 火 トランポリン&動 きつくり トランポリン(開 脚 、閉脚、尻打ち)・動きつくり

25日 金 トランポリン&盲 卓球 卓球 〔試台)1ト ランポリン(迎 続技;

3月 1日 火 トランポリン&盲 卓球 実技テスト・試 合・発表

4日 金 期末試験

8日 火 期末試験

o日x まと酌 1年聞の掌習で何が学べたか.体育の授業が自分にとってどのような効果をもたらしたかを総括(次年度の抱負、授業への要望等も含む)

2年 時 ゴールボール、器械運 動.格 技 傑 道,、陸上 、水泳を実施する予定です。

3年 時 ゴルフ、フロアーバレー、縄跳び,格 技(柔 道〕、陸上、水泳その他を実施す7di予定です。
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(4)単 元の観点別評価規準と評価計画の例

【陸上競技】

1単 元 名 陸上競技①:短 距離走、跳躍及び投てき(計12時 間 5月11Fl～6月4日)

2学 習 目標 ・↓1三しい 走法やIEし い跳 躍 、投 て き動作 の技能 を身 に付 け 、陸上競 技 を楽 しむ。

・協力 して安全 に練 習や 記 録会 を行 う。

・白己の 能力 に適 した課題 をもち、工夫 して練 習す る。

3学 習 内容 ①短 距離 走(100m走):ス ター ト動作

(ク ラ ウチ ィン グスター ト:足 の位 置、歩幅 σ)めや す)

加 速疾 走 ・中間疾 走法(ピ ッチ ×ス トライ ド)、 フ ィニ ッシ ュ動 作(ト ル ソー)

②跳 躍(走 り幅 跳び 、立 ち幅跳 び):助 走 、踏 み切 り、空rl]動 作、 着地動 作

③ 投て き(ハ ン ドボール投 げ ・ソフ トボール投 げ):

投球 動 作(腕 の振 り、肘 の高 さ、 リ リー スポイ ン トフォ ロー スルー)、

助 走(足 の運 び、重 心移動)

観 ・気

心

・

欲

,

度

関

意

態

考

断

埋

判

運動

の

技能

知識

理解

評 仙 規 準

・全力を出して競走したり、記録を向上させた りす

る陸上競技の楽しさや喜びを味わおうとする。
・互いに協力し、励まし合いながら進んで練習や競

技を行おうとする。

■体の調了や 練蕾揚などの安企やランドマークを確

かめるなど、健康 ・安全に留意して練習や競技を

しようとする 。

・自分の能力に適 した日標記録や課題を設定してい

る。
・課題解決のために効果的な練習の仕方を選んだり

記録向一1二に合わせて、効果的な練習の仕方や競技

の仕方を見つけたりしている。

●Ll三しい動作、技能をことばで説明できるととも

に、身体で表現できる。

・種日の特性に応 じた技能を練習や競技で身に付け

ている,
・自分の能力に適した技能のポイントをつかみ、技

能を高め競技したり記録を高めたりすることがで

きる。

●正しく運動動作と運動イメージを一致させて競技

できる,

●種日の特性や学習の進め方及び自分の能力に適 し

た課題の選び方及びそれに合わせた練習や競技の

仕方を理解 している,,

・種口のル・一ル、競技や審判の方法を知っている.
・陸i:mu語を理解 している.

評 価 基 準B(お お む ね満 足)

O自 己の能 力 に適 した課題 を決 め、 毎時 問意欲 を もって 練 習に 取 り

組 んでい る。 〔発 言 ・観 察 ・学習 ノー ト〕

O繰 り返 し楽 しそ うに練 習 して い る。 〔観 察 〕

Oい つ も声 をか け、仲 間 と協力 し練習 して いる。 〔観 察 〕

O目 標 記録 を仲 ばそ うと 更に努 力 しよ うと して い るc]〔 観 察〕

G学 習 ノー トに その 日の様 子 を記 入 して い る。 〔学 習 ノー ト〕

● 練習 場 、施設 を把 握 して安 全 に練 習 してい る。 〔観 察〕

G適 切な嗣票記録を決め、いろいろな練習方法を1二夫し練習してい

る。 〔観察 ・質問紙 ・学習ノー ト〕

G自 己の課題を明らかにして、摘切な日標を設定 している。また日

標の修正ができる。 〔学習ノー ト〕

O自 分の課題に合った練習方法を選んで練習 している。 〔観察 ・学

習ノー ト〕

●正しい運動動作や技能につながるよう助言を聞きながら動作を工

夫している。 〔観察 ・学習ノー ト〕

Oク ラウチングスター トができる。 〔実技テス ト〕

G正 しい動作で加速疾走 ・中間疾走ができるth〔記録会 ・観察〕

(●伴走者と動作を合わせることができる)〔 記録会 ・観察〕

O合 理的な投球動作が出来ている。 〔記録会 ・観察〕

O自 己の設定した目標、課題を達成または記録を更新 している。

L観察 ・記録確認〕

●学習 した知識をもとに自己の課題に適した練習を選択 している.

〔観察〕

O計 測の方法や順位の決め方を理解 している。 〔質問紙〕

O短 距離、投てきのルール、用語を理解している、1〔質問紙〕

O規 則に従って記録会の運営に参加 している。 〔観察〕

※観点別評価についてはABCの3段 階で評価 をする1、

※●は特に視覚障害に対応した内容

A;満 足B;お お瞬 繭足G:努 力を要する
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◇ 単元の評価計画 縫 上競技)

学習項目・内容 評 価 規 準 言報llの方法 臨・ 駝 技 織

甜 ll断能 醗

5 ・種 目 、 ル ー ル の 説 明 ・種目の特性や学習の進め方及び種目に合わせた練習の仕方を理 撚 0

月 ・授業の進め方確認 解 し、矢1職を身 に付 け てい る。 学習ノー ト

!1 ・正 しい 走 法
、 投 て き

・互 いに 協 力 し
、励 ま し合 い なが ら進 ん で練習 を行 っ てい る、,

凹 巳 凹 巳 一 一 占 一 「 一 「

罐 σ
」 一 → → 一 ■ 一 一 一 一 一

日 の動f乍の理解 ・繰 り返 し楽 しそ うに練 習 してい る
。 学習ノー ト

火 ・走 の基本 練習 ・自分の能力に適 した目標記録や課題を設定している。 学習ノー ト q占 → 凸 巳 占 一 占 一 一 一 一 一 一 一 一

5.6 ・投 の基本 練習 ●練習場を把握し安全やラン ドマークを確認できる。 融 o

校1時 40m走 、 ソフトホ㌧'レ投 げ ・体 の調子 や 健康 ・安全 に留意 してい る。 学習ノー ト

5 ・投 て きの 基本練 習 ・投 て きの記 録 を向 上の 為繰 り返 し練習 し全力 を出 して い る。 灘 ○

月 ・フ オ ー ム つ く り ・投 てき の厘 動の 楽 しさや 喜び を味わお うとす る
.

→ 一 一 一 → →
学習ノー ト

14 ・的 当 て ・互 いに協 力 し
、励 ま し合 い進 ん で練習 を行 って い る。 糠 0

日 ・ソフトボ ー一ル 投 げ 記 録
→ → け 齢

・課題解決のために効果的な練習を選んだり練習を工夫している。

h→

縣 o

金 ・計 測 ●助言を聞きながら正しい動作を工夫している.
一 一 一 一 学習ノー ト

3 ●体の調子や練習場などの安全やランドマークを確かめるなど、 灘 0

襯 健 康 ・安 全 に留意 して練習 を して い る。 学習ノー ト

5 ・走 、跳躍 の塾本 練 習 ・全力を出して記録を向上させたりする陸上競技の楽しさや喜び 醸 o

月 ・ク ラ ウ チ ン グ ス タ ー を味 わお うとす る。
一 一 学習ノー ト

18 ト ・記 録 向上 に合 わせ て効果 的 な練 習 の仕 方 を見 つ け た り してい る
。 耀 ○

日 ・ス タ ー テ ィ ン グ プ ロ ●助言を闇きながら正しい動作を工夫している. 学習ノー ト
ト ー 「 一 占 一 一 一 一 一 一 π 一 -T-. 「一.一 ■

火 ックの使 用 ・ス ター ト
、助 走 の 技能 を練 習 で身 に付 けてい る。 講

5.6 ・踏切 、助 走の リズム ● 自分 に合 っ た踏 切 の位 置 、歩幅 、 助走 距離 を把 握 して い る。 学習ノー ト C

鶴 (●短距離走で伴走者 と動作を合わせるなど技能を高めている)

ユ00m、 走幅 跳 び ●体の調子や練習場などの安全を確かめるなど、健康 ・安全に留
一 一 一nπ 一[町 一 一n

癩 o

記録 ・計測 意 して練習や 競技 を してい る。 学習ノー ト

5 ・投て き
、跳躍 の 基本 ・投 て き、跳 躍 種 口のル ー ル 、競 技 や審判 の 方法 を理解 して い る。

一 占 回 一 一 一 一 一 τ
灘 o

月 練習 ・自分の 能力 に適 した投 て き
、跳躍 技能 のポ イ ン トをつか み 、練 灘 o

2L 習 を工 夫してい る。 学習ノー ト
一 一 一 一 一 一 一 一 一 → 一 一 一-一

日 ソフトボ ール投 げ 、 ・投 て き、助 走 、踏 切動 作 の技 能 を練 習 で身 に付 け て い る。 騒 O

金 幅跳び記鎌 ・計測 ● 自分 に合 った 踏切 の位 置 、歩 幅 、助 走 距離 を把 握 してい る。
→

学習ノー ト

3 ●体の調子や練習場などの安全やランドマークを確かめるなど、 灘 0

鶴 健康 ・安全に留意して糾習や競技をしている。 学習ノー ト

5 ・ス タ ー ト、 中 間 の 走 ・全力を出して記録 を向上させたりする陸上競技の楽しさや喜び 鰹 o

月 法 を 味わ おうとす る。
H

学習ノー ト

25 ・幅跳 び助 走
、 踏 切 ・記録 向 上の 為 に工 夫 を しなが ら競 技 を行 お うとす る。 撚 o

日 ・100τn
、4001n ●助言を聞きながら正しい動作を工夫している。 学習ノー ト

火 ・ス ター ト
、 中 間走 、助 走 、踏 切の 技能 を身 につ け てい る。 縣

一

〇
」一 一 占

田 一 一 占

5.6 ●体の調子や練習揚などの安全やランドマークを確かめるなど、 鰹 o

眩時 走幅跳び記録 ・計測 健康 ・安全に留意して昂紹 や競技をしようとする。 学習ノー ト

5 ・投 て き
、跳 躍 基本 練 ・全力を出して記録 を向上させたりする陸上競技の楽しさや喜び 耀 0

月 習 を 味わお うとす る。
一 一 国 」 一 占

学習ノー ト

28 ・中間疾 走 ・互い に協 力 し、進 んで練 習 や 競技 を行 お うとす る。 鰹 o
ト τ-一

日 ・クラウチィング スクート
、 ル ー

・記録更新のために練習の仕方や競技の仕方を工夫している。ま 観察、

金 ル の確認 ・復 習 た 、 自己の 日標 記 録 を達 成 、更新 して い る。 学習ノー ト ○ O
・種 目の特 性 に応 じた技能 を身 に付 けてい る

。
一 一 一 一 一 一 一 占 一 占 一 一 一 」 一 一 一 一 凹 一 一 一 占.一 凹 一 一

記緑
一n-一 一

3 ・記録 会1 ●体の調子や練習揚などの安全やランドマークを確かめるなど、 襟 o

鵬 〃 トボ帥 投 げ 、 健康 ・安全に留意して練習や競技をしようとする. 学習ノート

走幅跳び記録計測
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6

月

1

臼

火

5.6

麟

・陸上 競技 ルー ル の確

認、 知識 の整 理

・ク ラ ウチ ィン グス タ

ー ト実技 テ ス ト

・知 識 確認 テ ス ト

・記録 会2

1001n、 ソフトボ 帥 投 げ 、

走 幅跳 び記 録 ・計 測

・全 力 を出 して 競走 した り、 記録 を 向上 させ た りす る陸 一ヒ競 技 の楽

しさや 喜 び を味わ お うとす る。

灘

学習ノート

〇

一 巳 →

→'¶ 一

d㌧ 一rT町rnr

・課 題 解決 、記録 向上 のた め練 習 の仕 方や 競 技 の仕 方 を工 夫 して

い る。 また 、 自 己の 目標 記 録 を達成 、更 新 して い る。
τ 一 一 丁 一 一

dτ 口 ㌧

観察、記録

学習ノー ト

0

一 → 一 一

o

δ
丁 口n

一 → 占

6

・種 目の特 性 に応 じた技 能 を身 に付 けて い る.

・ク勧チィング矧 一トの 基礎 技能 を身 に付 けて い る。
一 四 一 一-一

鰹

技能テスト
・陸 上競 技 のル ー・ル 、用 語 を理 解 してい る。 確認テスト

●体の調子や練習場などの安全やランドマークを確かめるなど、

健康 ・安全に留意 して練習や競技をしようとする.

礪

学習ノート

0

6

月

4

日

金

3

・記録 会3

ユOOm、60m、

ソフトボ ー1レ投 げ

・学 習 の ま と め ・感 想

・種 目のル ール
、競 技や 審 判 の方法 を知 って い る。占 「 一 一 戸 → 一 →-T一 一 罐丁 咽 一 一 口-町 町 四 τ →

記蹴 観察
一 一 π 「

び
一 一 一 占 q

・自分の能 力に適 した技 能 の ポイ ン トをつ か み 、技 能 を高 め競 技

した り記 録を高 め た りす る こ とが で き る。

・種 目の特性に応 じた技能を練習や競技で身に付けている。 撚 o

●体の調子や練習揚などの安全やランドマークを確かめるなど、

健康 ・安金に留意 して練習や競技をしようとする。

鱒

学習ノート

0

◆ 観点 【運動の技能】についての実技テス ト及び実技観察の具体的評価項目及び評価規準(弱 視生徒の例)

実技評価の観点項 目 実技テス ト及び実技観察での具体的な規準

短

距

離

走

ク ラ ウチ ィ

ン グ ス タ ー

ト

位置について 目線 を第 一歩 目に、体重は両腕 と前足 にか ける,

用意
一 一 一 一 一 國 一 一 一 一 一,騨r門7一

ドン

腰は頭 よ り高い位 置、 日線を第2歩 目にむ ける。
スターテ ィングブ ロック使用の揚合 前足藤90度 、後足膝120度 程度

■..一 一..一 一 一 一 一 一 一.巳 一 一 凹.一 一 一 一 一.一 一 一 一.一 一..冒 囲 一.一 一 一 一.冒 一 一 一 一 一 一.一 一 一.一 一 一 昌 一 一 巳 一 一 一 巳 一 一.巳 國 一 昌 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

すばや く前 方へ腕 を振 り上げる、腰 の位 置を水 平移動 させ る。

力口速疾楚法スター ト動作 上体 を深 く前傾 し小 さく第一歩、前傾 を保っ、歩 幅を広 げ上体 を起 しなが ら

加速す る。(第 一歩 目1～1,5足 長 第 二歩 目4～4.5第 三歩 目5～5,5)

中間疾走法 ス ピー ド維持 がで きてい る。(● ピッチ ×ス トライ ドが理解で きてい る)

跳
'

躍

走 り幅跳び

踏み切 り

.一 一 一 昌 巳 一 一 一 一 一 一 一

助走

●4歩 助走(タ ン、タン、タ、ター ンの リズム)で 踏み切 り足 を合わせ るこ

とが できる。強 く踏み翅 虹、一上 方へ跳び あが る。

.__.一 一_.一一一追歩 助走 、一⊥2歩 助 走で迦速 をす 亙 と.と玉 に踏 切 を合 ね置 る監 一
上方に伸び あが るよ うに空中でのバ ランス を保っ皇空巾動作

着地動作 両足 を揃 え両腕 を前、両膝 をあげて着地点 を有利 にす る。

立 ち3段 跳び(跳 び方) ● ホップ ・断 ップ ジ ャンフ.[右 ・右 ・左][左 ・左 ・右]が リズ ム よ く で き る。

投
て

き

ソフ トボー

ル投げ

正 しい

投球動作

肘が肩 よ りも高 く、腕 の振 りが大きい(テ イクバ ック ・フォロースルー ・リ

リー スポイ ン トを理解 している)。 投球動作 がで きてい る。

助走 足の運び、重心の移 動をスムーズに行 ケ,フ ァール を しない。

【運動の技能 】の評価 塾準

技能の観点項 目について各5段 階で評価 し、おおむね満足でき るとみ られ る技能 を習得 してい る場合 は

「3」 の評価 とす る。

観点別評価 記録補 助簿 陸上① 月 日

氏 名 関心 ・意欲 ・態度 思考 ・判断 運動の技能 知識 ・理解 備 考

100 12345 12345 工2345 12345

200 12345 12345 12345 12345

300 12345 12345 12345 12345

4 12345 12345 12345 12345
跣 一__洗 鞄 胡 』鴫』鞘 洗 』伊肉 弛 _』_セ 』_ド 彫檎 』_唱,臓 、、 響断_W___W_陀 』陀㎎暗 洗 、、鰯肉 襯 』鞄_幽 洗 』』角_囲_肉 暗】__一 田_
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【水 泳】

1単 元 名 塾礎泳法 ク ロ ・・一ル ・平 泳 ぎ ・(背 泳 ぎ)(計16時 聞6月8日 ～9∫117t・1)

2学 習 剛票 ・水泳 の特性 に応 じた運動動作を身に付けるとともに基本的な泳法を習得 し、水泳 を楽 しむ.

・自己の能力に適 した課題をもち、工夫 して計画的に練習する。

・協力 して安 全 に練 習 を行 うと ともに

る。

、水難事 故に関す る知識及び事故防1ヒの技能を習得す

3学 習内容 ・基礎 技能(背 浮 き ・キ ック ・ブ レッシン グ等)

・ク ロール 、 平泳 ぎ一ス トロー ク(プ ル 、 リカバ リー〉 、 コン ビネ ー シ ョン等

・水 難事 故 に関す る知識 及 び技能(背 浮 き ・エ レメン タ リーバ ックス トロー ク等)

観点

町

鰍
巌

思考

判断

画
の

技能

織
瑠

評 価 規 準

・水泳の特性に開心をもち、様々な運動体

験、経験をし、楽しさや喜びを味わえるよ

う互いに協力して進んで練習に取 り組 もう

とする。

●水泳の事故防LLに 関する心得を守るととも

に、体の調子やプール施設などの安全を確

かめるなど、健康 ・安全に留意 して練習や

競泳をしようとする 、

・自分の能力に適 した目標記録や課題 を設定

している,、

・課題解決のために効果的な練習の仕方を選

んだ り、記録向上に合わせて効果的な練習

の仕方や競泳の仕方を工夫している。

●水泳の特性に応 じた動作、技能を言葉で理

解し、正 しく表現できる。

・水泳の特性に応 じた技能を身に付けてい

る.

・自分の能力に適 した技能のポイン トをつか

み、技能を高め、速く泳いだり、続けて長

く泳いだり、競泳をしたりすることができ

る。

●水泳の特性に応 じた正しい運動動作と自己

の運動イメージを一致 させ競技できる。

・水泳の特性や学習の進め方及び白分の能力

に適 した課題の選び方、またそれに合わせ

た練習や競泳の仕方を理解 している。

●水泳の特性に応 じた正しい動作、技能を言

葉で理解 している。
・水泳の事故防止について理解をするととも

に水難事故についても知識を身に付けてい

る。

評 価 基 準B(お お む ね 満 足)

O自 己の 能 力 に適 した課 題 に そ っ て、 毎 時 間意 欲 を もって練 習 に 取 り

組 んで い る、、 〔発 言 ・観 察 〕

O繰 り返 し楽 しそ うに練 習 して い る。 〔観 察 〕

Oい つ も声 を か け、 仲 間 と協 力 して練 習 して い る。 〔観 察〕

O目 標 記録 を伸 ばそ うと更 に 努 力 して い る,,〔 観 察 〕

O学 習 カ ー ドに その 日の様 子 を記 入 して い る。L学 習 ノー ト〕

● 練 習 揚 、施 設 を把 握 して安 全 に練 習 してい る。 〔観 察 〕

O自 己の課題を明らかにし適切な目標を設定 している。 〔学習ノー ト〕

O課 題解決に必要な練習や手がかり(ロ ープや音楽等)を 適切に選び

[夫 しながら練習している.〔 観察 ・質闘紙〕

O課 題の達成状況をとらえ、練習仕方を見直した り、新たな課題を選

んだりしている、,[観 察 ・学習ノー ト〕

●正しい運動動作や技能につながるよう、助言を聞きながら動作をL

夫している、。 〔観察 ・学習ノー ト〕

0自 己 の能 力 に応 じた泳 法 で 速 く泳 い だ り、続 け て泳 ぐ こ と がで き

る。 〔実 技 テ ス ト・記録 会 〕

O背 浮 き を続 け て長 く行 うこ とが で き る。 〔実技 テ ス ト〕

O自 己 の設 定 した 目標 を達 成 ま た は 記録 を更新 してい る。 〔記 録確

認〕

0ク ロー ル がIEし い フォ ー ム で で き る。 〔実 技 テ ス ト ・記 録 会 〕

●真 っ直 ぐ泳 ぐ ことが で き る。 〔実 技 テ ス ト ・記 録 会 〕

O水 泳 の運 動 効 果 を理解 して い る,、 〔観 察 ・質 問 紙 ・学 習 ノ ー ト〕

O水 泳 の楽 しみ 方 は 個 人 の興 味 関 心 、経 験 、年 齢 な どで 様 々 で あ るこ

と を理 解 して い る。 〔質 問 紙 ・学 習 ノー ト〕

● 学 習 した知 識 を基 に 白己 の 課題 に適 した練 習 を選 択 して い る。 〔観

察 〕

O競 泳 のIV-一ル 、 用譜 を理 解 して い る。 〔質 問 紙 〕

O事 故 防止 の 心 得や ル ール を理 解 してい る。 〔質 問 紙 ・学習 ノー ト〕

0水 難 事 故に っ い て の知 識 を理 解 してい る、,〔質 問紙 ・学習 ノー.一ト〕

※観点別評価についてはABCの3段 階で評価をす るA満 足

※●は特に盲学校 に対応 した内容

B:お おむね満足Cl努 力を要す る
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◆ 単元の評価計画 休 泳)

学習項口・内容 評 価 規 準 言怖の力怯 隣齢 思群1」断 技能 覧繍

6 ・水泳授業の進め方 ・水泳の学習の進め方、練習の仕方を理解Lて い乱、 循擦 0

月 ・バデ イの理 解
学習 ノート

8 '施 設 、設 備 の 説 明

一 一 一 一 一

●施 設 、設 備 を把 握 す る と と もに諸 注 意 や ラ ン ドマ ー ク ・目 縢
日 ・水 層1貫れ 印 等 につ い て理 解 して い る。 学習ノー ト ○

火 ・互いに協力し、励まし合いながら進んで練習を行ってい

る 。

・学習カー ドに体の調子や授業の様子を記入している。一 一 一 一 一 一 一 丁 四 町 一

・水 に慣 れ る(歩 行 ・プ レ ッシ ン グ ・浮 き身 が で き る)
。 o

・水泳の運動特性を知 ・仲間と声をかけ合い協力し、繰 り返 し楽 しくに練習してい

6 り泳法の基礎技能を る 。 鹸 o

月 習得 す る(背 浮 き 、
・自己の課題にそって、意欲をもって練習に取 り組んでい 学習ノー ト

15 キ ック 、 プ レッ シン る 。

日 グ) ・学習カー ドに体の調子や授業の様子を記入している。

火 ・ク ロ ー ル 、 平 泳 ぎ を ●体の調子や練習揚などの安全を確かめるなど、健康 ・安全

～ 習得 す る(ス トロー に留意 して糾習 をしている。
一 一 一 一 一 一 ト 一 一 一h-一 一 一 一 一 一 π 一 一 一

29 ク 、 コ ン ビ ネ ー シ ョ ・自己 の課 題 を 明 らか に し、適 切な 目標 を設 定 して い る。

日 ン 、 タ ー ン) ・課題解決に必要な練習を適切に選び工夫 しながら練習 して 観察
火 ・自分 の 興 味 ・関 心

、 い る 。 学習ノー ト o
体力、生活などを考 ・課題の達成状況をとらえ、練習の仕方を見直した り新たな

慮して無理なく安全 課題 を選 んだ り して い る。

に楽 しめるように自 ●助言を聞きながら正しい動作を工夫 している。
一 一 一 一

分にあった水泳の練 ●真 っ直 ぐ泳 ぐ こ とが で き る,,

習法を考える ・背浮きを続けて長く行 うことができる等基本的な動作がで 撚 0
・記録 の計 測 き る 。 ・ク ロー ル が 正 しい フ ォ ー ム で で き る 。 実皮テス ト

・ク ロー ル 、平 泳 ぎ の 記録 を 向上 させ る よ うに 全 力 を 出 して

い る 。

・水 泳 の 運 動 効 果 を確 か め理 解 して い る,, 融
・水 泳 の 楽 しみ 方 は 佃 人 の 興味 ・関 心 、経 験 、年 齢 な どに よ 学習ノー ト O

っ て様 々で あ る こ と を理解 して い る。

7 ・水難事故について現 ・仲 間 と声 をか け 合 い 、楽 しく に練 習 して い る.

月 状を知る ・学習カー ドに体の調子や授業の様子を記入 している. 撚 0

13 ・事故に遭遇した際の ●体の調了や 練習場などの安金を確かめるなど、健康 ・安全 学習ノー ト

日 対応について学ぶ に留意して練習をしている。

火 ・溺れた人の救助法に ・水難事故に遭遇 した際、身近にあるものを浮きとして使 う 燃
5.6 ついて学ぶ など自己の安全を自分で守る方法を身に付けている. 学習ノー ト o

櫛1 ・着衣泳を体験する ・背 浮 き
、 エ レ メン タ リーバ ッ クス トロー クが で き る。

・水難事故の現状を理解 している。 撚 o
・溺れた人の救助法を理解 している. 学習ノー ト

・泳法の基本を習得す ・ク ロー ル 、 平泳 ぎ の記録 を向Lさ せ る よ うカ を出 して い る

9 る ・水泳の楽しさや喜びを味わお うとする。 縣
月 ・ク ロー ル 平 泳 ぎ ・学習カー ドに体の調子や授業の様子を記入 している。 学習ノー ト 0
3 (背泳ぎ)の 技能 ●体の調子や練習場などの安全を確かめるな ど、健康 ・安企

1・1
・記録 の 計 測 に留意して練習をしている。

金 ・時間や距離に挑戦す ・課題解決に必要な練習を適切に工夫し、練習している。 燃
～ る ・課題の達成状況をとらえ、練習仕方を見直 した り新たな課 学習ノー ト o
17 ・新 しい泳法に挑戦す 題 を選 ん だ りして い る。

日 る ・速 く泳 い だ り
、続 けて泳 ぐ こ とが で き る、、 撚

金 ・競泳 一個 人 や チ ー ム ・背浮きを続けて艮く行 うことがで きる等、基本的な動作が 餅 支テス ト o

での競争 で き る。

・白己 の設 定 した 目標 を達 成 虫た は 記録 を更新 して い る,、

・学習した知識を基に自己の課題に適した練習を選択してい 縄擦
る 。 学習ノー ト o

・競 泳 のル ー ル や 川 語 を理 解 して い る、,
・事故防[ヒの心得や水難専故の知識を理解 している。
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◆ 観点 【運動 の技能 】にっ いての実技 テス ト及 び実技 観察の具体 的評価 項 目及び評価規準 と評価基 準

一25mク ロール確認 テス トー 〔内容:ス トロー ク(プ ル
、 リカバ リー)・ コン ビネー シ ョン ・ス ター ト〕

クロール確 認テ ス トチ ェ ック表(基 本 泳法2ス トロー ク1呼 吸6キ ック>6月25日 ・9刀14日 実施

評
価
規
準

名

前

入水
キヤッチ

プル

プ ツシュ
リカ バ リー コ ン ビ ネ ー

シ ョ ン

ス タ ー ト

(夕 一 ン)

25rnク ロ ー ル

タ イ ム

小指か ら水面
に抜 く
エルボア ツプ

難難妊

→ 一 一

ブ レ ス

ス トロ ー グ 、

キ ッ ク 、 ブ レ
ス の リズ ム

顔 の 方 向

翻獄融沓
季韻 蕩側

S字 の軌道
(体の中心)

を曲げる
鍵後 の一か き

某撃鐡羅 参 考タイム
6月25日
との比較

100

200

;
」

i i
印

v～v
2 Ψ

～ 一
…

v蝋 一 一
1

・-v～-
1

.柵

技能の観点項 目については、各々5段 階で評価 し、おおむね満足できるとみ られ る技能 を習得
している揚合は 「3」 の評価 とす る。

【球 技】

1単 元 名

2学 習固標

3学 習内容

グラン ドソフ トボー ル(計14時 間9.月24日 ～11月2日)

・集 団的技能や個人 的技能 の程度 に応 じてルール の扱 い等 を工夫 し
、作戦 を立てて ゲームを

楽 しむ。

・個人的技能 にっい ては基 本的技能 を定 着 させ、 ゲームや集 団的技能 を組 み 立てる ことがで

き るよ うにす る。

・集 団の技能 につい てはチームの一人一 人の能力 に応 じて工夫 し、ゲー ムに生 かす こ とがで

きる よ うにす る。

・味方 同士が協力 し、作戦 を立て、相手 チー ムに対応 したゲーム

・集 団的技能 一バ ックア ップ、 ヒッ トエ ン ドラン、バ ン ト、全盲生徒 の守備 及び攻撃 時のフ

ォー メーシ ョン

・個人 的技能 一送球 、捕球 、打撃 、走塁 の基本 的技能

観点 評 価 規 準 評 価 基 準B(お お む ね 満 足)

・チー ム にお ける 自分 の役 割 を 自覚 して責任 0チ ー ムの課 題解 決 を 目指 して協 力 した り、教 え合 った りして 意欲 を

を果たし、協力して準備や後片付けを行お もって 練習 に 取 り組 ん で い る。 〔観 察〕

関 亡・ うとした り、課題解決の仕方や技能の高め O自 分の課題及びチームの課題を見つけ進んで練習に取 り組んでい
■ 方について教え合ったりして互いに協力し る。 〔観 察 ・学 習 ノ・一 ト〕

論 なが ら練 習や ゲー ム を しよ うとす る。 Oゲ ・一ムの作 戦や 練 習 につ い て、 意 見交 換や 協力 をす る ことに よって

■ ・ル ール を守 り、審 判 の判 定 や指 示 に 従い 、 チー ムを高 め よ うと して い る。 〔観 察 ・学 習 ノー ト〕

綴 勝敗や結果を受け入れようとする。 O仲 間と協力して準備や後片付けなどを行っている。 〔観察〕
・技 能 の段 階 に応 じて

、作 戦 を 立 てて勝 敗 を O自 分の能力に応 じた守備位置や打順でゲームを行い、グランドソフ

競い合 う球技の楽しさや喜びを味わおうと トボー ルの もつ楽 しさや 喜 び を味 わ お うと して い る。[観 察 〕

す る 。 0試 合の結果を受け入れ、公正な態度をとっている。 〔観察〕

●練習やゲームの場所の安全を確かめ、安全 G学 習 カ ー ドに そ の 日の様子 を記 入 して い る.〔 学 習 ノー ト〕

な 練習 方法 で行お うと し、危 険 なプ レー を ● 打撃 の後 の バ ッ トの 取扱 い に気 をつ け た り、危 険 なプ レー を しな

しな いな ど、健康 ・安全 に 留意 しよ うとす い 、事前 の 健康 チェ ック な ど健康 ・安 全 に留 意 して い る。 〔観 察〕

る,, ●練習場を把握して安全に練習やゲームを行っている1、〔観察〕

・自分 の能 力 に適 した課 題 を設 定 して い る
. 0基 本練習から自分の課題を適切に見つけ出すことができる。 〔観察

・チ ー ムに適 した課題 を設 定 して い る
。 ・学 習 ノー ト〕

・チームや自分の課題を解決するための適切 O自 分やチームの能力に応じて計画的に練習をした り、練習の仕方を

一38一



思 考 な練習 や 方法 な どを選 ん だ り、 見っ けた り

して い る。

・技 能 の段 階 に応 じて相 手 との 攻 防に 合 った

作戦 を立 て てい る。

・チー ムや 自分 の 課題 の達成 状 況 を と らえ、

練 習や ゲ ー ムの 仕方 を見 直 した り、新 しい

課題 を選 ん だ りして い る、,

● グ ラ ン ドソフ トボ …ル の集 団 的技 能 、個 人

的技能 にっ いて 正 しい動 作、 技能 を理解 し

言葉 で表 現 で き る。

勘
の
階

矢「職

・チー ムの 課題 や 自分 の能 力 に応 じて 、 グ ラ

ン ドソフ トボー ル の特性 に応 じた技 能 を身

に付 け 、作戦 を生 か した 攻防 を展 開 して ゲ
ー ムがで きる

。
・技能 の段 階 に応 じて相 手 との 攻 防に あ った

作戦 で ゲー一ムや 練 習 をす る こ とがで き る。
・自分や チ ー ムの 能 力 に適 した課 題 の 練習 や

ゲー一ムを通 して バ ックア ップな どの 集団 的

技能や 投 ・送 球,打 撃 な どの個 人 的 技能 を

高め るこ とがで きる。

● グラ ン ドソフ トボ ール の集 団 的技 能 、個 人

的技能 な ど基 本 技能 につ いて 正 し く運動 動

作 を理解 してい る(運 動 動作 と運 動 イ メー

ジを一致 させ て 競 技 で きる)

・グ ラ ン ドソフ トボ ール の 特性 に応 じた技 能

の構造 や 技能 を高 め るた めの 効果 的 な練 習

の仕方 、 グラ ン ドソフ トボー ル の用 語 、ル

ール
、ゲ ー ムの 運 営 の仕 方 を理解 しそれ ら

の知識 を身 に付 け て い る.

●集 団 的技 能 、個 人 的技 能 な ど基本 技能 、 動

作につ い て 言葉 と動作 を一致 させ て 理解 し

てい る。

・グ ラ ン ドソフ トボー ル の特 性 に応 じた集 団

的技術 ・や個 人 的 技術 の構 造 、 技能 を高 め る

ため の合 理的 な 練=習の仕 方、練 習 計 画の 立

て方 を理解 して い る。

工 夫 して い る,、 〔学習 ノー ト〕

O各 自の能 力 に応 じた守 備位 置や 打順 を考 え 、工 夫 して1乍戦 をた て ゲ
ー ム が でき る

.〔 観 察 ・学習 ノー ト〕

0試 合 の結 果 を適 切に 分析 し、チ ー ムの 能 力 に応 じた作 戦 を 立て よ う

とす る。 ま た、作 戦 をゲ ー ム に生 か して い る。 〔観察 ・学習 ノー ト〕

O試 合 の結果 を受 け入れ 、 自分や1中間 の努 力 の成 果 を振 り返 る こ とが

で きる。 〔観 察〕

●正 しい運 動動 作や 技 能 につ なが る よ う助 言 を闇 きなが ら個 人 の 動作

や チ ー ムの作 戦を工夫 してい る。 〔観 察〕

O自 己 の役割 を理解 し、練 習 やゲ ー一一ム で生 か して い る。 〔観察 ・学習

ノー ト〕

0送 球 ・捕 球 ・打盤 ・走 塁の 基木 的 な技 能 を 身 に付 けて い る。 〔観 察

・学 習 ノー ト ・実技 テス ト〕

O(防 御)打 球 に合 わせ た捕 球が で きる。 走者 や 状 況 を考 え て送 球等

が で き る。 投 謂 ま、 コ ン トロール が安 定 して い る。 〔観 察〕

O(攻 撃)投 球 に合 わせ バ ッ トを コン トロ・・一・/Vし、 出塁 で き る よ うに

打 っ こ とが で きる。 状 況 に応 じた 走塁 が で き る。 〔観 察 〕

O(攻 撃)得 点差 、走者 、ア ウ トカ ウン ト、 守備 位 置等 に応 じた 打撃

や 走 塁 がで きる。 〔槻 察 〕

●(防 御)声 な どに よ り互 い に連 携 を と り、 協力 し合 って プ レー す る

こ とが でき る。グルー プ 練習 で 取 り組 ん だ 内容 が ゲー ムに生 か され

て い る。 〔観 察 ・学 習 ノー ト〕

O攻 防 を 交替 しな が ら得 点 を競 う野 球型 のゲ ー ムの 特性 や学 習 の 進 め

方 を理解 している。 〔観 察 ・学習 ノー ト ・質 問紙 〕

●連 携 プ レーや ヒ ッ トエ ン ドラン な どの集 団 的 な技 能や 投 ・送 球 や 打

撃 な どの個 人 的な 技能 を 理解 して い る.〔 観 察〕

0合 理 的 な練 習 の仕 方 、練習 計画 の立 て方 を理 解 してい る。 〔観 察 ・

学 習 ノー ト〕

○打 順や 守備 位 置 の役割 を知 って いる。 〔観 察 ・学 習 ノー ト〕

O試 合 の運 営や ル・一一ル 、審判 の方 法 を理 解 してい る。 〔観 察 ・学 習 ノ
ー ト・質 問紙 〕

●学 習 した知 識 を も とに課題 に適 した練 習 を選 択 してい る。 〔観 察 ・

学 習 ノー ト〕

※観点別評価にっいてはABCの3段 階で評価をする。
※●は特に盲学校に対応 した内容

Al満 足B:お お むね満足C:努 力 を要す る

◆ 単元の評価計画(グ ランドソフトボ「ル)

学習項目・主な内容 評 価 規 準 言1P価の方法 闘麟 鵬判断技能囎1

9

月

24

日

金

種 目、ル ール 、用 具

の確 認

守備 ポ ジシ ョン理 解

授業 の 進 め方 確 認

基本 動 作 の理 解

・正 しい 投球 、捕 球

・野球型スポーツの特性、用具や種目に合わせた練習の仕方

や知識が理解できている。 一 π 一 占 一 回 一 一

縣

学習ノート
σ

0

・互いに協力 し、励まし合い進んで練習を行 うとする、

●用具や練習揚などを把握 して安全を確認できる。一 一 一 占 昌 一 一 一

謙

学習ノート 一 一 一 」

・種目の特性や学習の進め方、新 しい種目に対する意見や自

分の能力に適した目標など記録している.

学習ノー ト 0

10

月

15

日

金

基本 動 作 の理 解

・フォ ー ムっ く り

(正 しい 投球 、捕

球 、打 撃)
・基本 練 習

・自分 の課 題 を見っ けす す ん で練 習 に 取 り組 ん で い る。

・互 い に 協力 し、励 ま し合 い進 んで練 習 を行 お うとす る。

●体 の調 子 や 用 具 、練 習 場 な どの安 全 を確 か め るな ど、健 康

・安 全 に 留意 して 練 習 を しよ うとす る
。

醸

学習ノート

0

一 一 一 一

・基 本練 習か ら自分 の課題 を適 切 に 見 つけ て い る. 観祭学習ノー/ o
10

月

19

日

火

集 団技 能 の理 解
・基本 練 習

・攻 撃 バ ン ト

・守 備 ハ㍉ クアツプ

・べ 一 スラ ンニ ン グ

(後 半:陸 上)

・全 力 を 出 して練習 に取 り組 み仲 間 と協力 して い る。

●体 の調 子や 用 具 、練 習 場 な どの安全 を確 か め る な ど、健 康

・安 全 に留 意 して 練 習 を しよ う とす る。

議
学習ノート o

・課 題解 決 の ため に効 果 的 な練 習 の仕 方 を選 ん だ り、 技 能II'可1

上 の た めに 練 習 の仕 方 を工 夫 して い る.

鰹

学習ノート

o

・バ ン ト、バ ック ア ップ の方 法 を理解 して 行 っ て い る, 灘 0

39



10

月

26

日

火

甚本 練 習

試合 の進 め方 、ル ー

ル の 理解

(後半:陸 上 ・持 久

走)

・ル ー ルや 連 携 プ レ… な ど集 団 、個 人 的 技 能 を理 解 して い る 観察学習ノート
n-"戸 一 ..q

・自分 や チー ムの 能 力 に適 した課 題 を見 つ け練 習 を した り、

守 備位 置や 抑1唄を工 夫 して い る。

融
学習ノート

6-

一 一rTτ τ τ 一 一 」 」 一

・投 球
、捕 球 、打 撃 の基 本 的 な技 能 を身 にイ寸け てい る。「

灘
}

G

●体 の 調 子や 用 具 、練 習 揚 な どの 安 全 を 確 か め るな ど、 健康

・安 全 に留 意 して練習 を しよ う とす る。

撚

学習ノート

o

10

月

29

日

金

簡易試合

集団技能

ルールの確認

・チ ー ム の作 戦 や 練 習 につ い て意 見 交 換や 協 力 して い る
。

●体 の調 子や 用 具 、練 習 腸 な どの安 全 を 確 か め るな ど、健 康

・安 全 に留 意 して練習 を しよ う とす る。

鰹

学習ノート

o

・ル ー ルや 連 携 プ レー な ど集 団
、個 人 的 技能 を理 解 して い る 観察学習ノート o

・チ ー ム の作 戦 や 新 た な課 題 を見 っ け た り してい る。 融 0

11

月

9

日

火

試合

実 技 テ ス ト

ル ー ル の確認

(前半:陸 上 ・持 久

走 〉

・全 力 で試 合 を行 いGFの 楽 し さや 喜 び を 味 わお うとす る
。

●体 の 調 子や 用 具 、練 習 場 な どの 安 全 を 確 か め るな ど、健 康

・安 全 に留 意 して練習 を しよ う とす る。

鰹
学習ノート o

一 →H一 弓 回 一

・試合の結果を適切に分析し作戦を考えたり、自分や仲聞の

努力の成果を振 り返ることができる。
「 腎

観察、

学習ノー ト

O

O'竣 簾

捕眠 打撃の基本的技能を身1こ付けている 。 披能ゲス ト ○
11

月

16

日

火

・試合 、実 技 テ ス ト
・ル ール の確 認

知識 の整 理
・実 技 テ ス ト(予 備

・知識 確 認 テ ス ト

・学 習 の ま とめ感 想

(前半:陸 上 ・持 久 走

・試 合 の結 果 を受 け 入れ 、公 正 な態 度 を とっ てい る。

● 体 の調 子 や 用 具 、練 習 場 な どの 安 全 を確 か め るな ど、健 康

・安 全 に留 意 して練 習 を しよ う とす る。

鰹

学習ノート o

・課 題解 決
、記 録 向 上 のた め練 習 の仕 方や 競 技 の 仕 方 を 工 夫

して い る。 また 、 自己 の 目標 記録 を達成 、更 新 してい る。

観察、記録

学習ノー ト

o o

・投 球 、捕 球 、 打 撃 の基本 的技 能 を 身 に付 けて い る。 技能テス ト ○
h→

・グ ラン ドソ フ トボ ール の ルー ル 、用 語 を理 解 して い る。 確認テス ト O

n

月

30

日

火

試 合 予備 日

(陸上 ・持 久 走)

・種 目のル ー一ル 、 競技 や審 判 の方 法 を知 っ てい る, 灘 o
・試合 の結 果 を受 け入 れ 、 公正 な 態度 を と って い る。 罐一 一 → 一 一 一n--T→ 一

融一 一 一 「 一 一 旧 → イT→ →

罐

学習ノート

:二:
o

○
→ 一 一 一 →

・種 目の特 性 に 応 じた技 能 を身 に付 け てい る。
一"一 一 一 凹 一 一 → ト H-一 → 一 9、 昌「 「-F

●体の調子や用具、練習場などの安全を確かめるなど、健康
・安全に留意して練習や競技をしようとする。

◆ 【関心 ・意欲 ・態度】 【思考 ・判断】 【知識 ・理解 】の評価材料 ⇒ 学習 ノー トの活用

単位時間における評価活動 として学習ノー トを活用 し、 自己評価 ・学習活動 グループ内での相互

評価についても行 う。

*学 習ノー トの具体的な内容項 目の例

'毎単イ立月寺問

での記入内

容

陸上競技、
水泳での主
な記入内容

グラン ドソ
フ トボール

での主な記
入内容

・健 康 チ ェ ック(食 事 、睡 眠 時 間 、授 業前 の体 調 、 授 業 後 の 体 調)
・先 生 に 教 わ っ た こ と、気 づ いた こ と工 夫 した こ とな ど書 い て み よ う
・全 力 で 取 り組 め ま したか?(5段 階 の 自己評 価)

・各 種 目の 目標 記録 を書 い てみ よ う

・ク ラ ウチ ィン グ ス ター ト(足 の 位 置 、 ス ター ト動 作 、 歩 幅 の 目安)、 走 り幅 跳 び(助 走 、 跳 び

方)、 投 て き(フ ォ ロー スル ー 、 リ リー スポ イ ン ト、 助 走)に つ いて 自分 の 気 づ い て こ と工 夫 した

こ と教 わ っ た こ と等 書 い てみ よ う
・得 意 種 目

、不 得 意 種 目 を考 えて み よ う(な ぜ 得 意 、 不 得 意 な の か?)
・目標 記録 を更 新 す るた め に どん な 工 夫 が必 要 で し ょ う?

・陸 上 競 技 の授 業 を通 して 感 じた こ と、考 えた こ とな ど感 想 を書 い てみ よ う
・ク ロー ル の ス トロー ク につ い て 注 意 事項 をま とめ て み よ う

・競泳 の ル ール にっ いて ま と めて み よ う

・水 難 事 故 につ い て の意 見 、感想 を書 い てみ よ う
・今 日は どの く らい 泳 ぎま した か?

・長 い 距 離 を泳 い で感 じた こ と
、 気 づ い た こ と を書 い て み よ う

・水 泳 の授 業 で どん な こ とが 得 られ ま したか?

・基本 練 習 をや って み て の 白分 の 課題 や 目標 を考 え ま し ょ う

・今 日の練 習 で 工夫 した こ と、頑 張 った こ とを具 体 的 に 書 い て み よ う
・チ ー ム で の守 備 練 習 をや って み て気 がっ い た こ と を書 い て み よ う

・打 撃 練 習 を して気 づ い た こ と
、 工 夫 を した こ とな ど書 い て み よ う

・チ ー ム で練 習 や 試 合 をや って み て気 がっ い た こ と、 工 夫 した こ とな ど書 い て み よ う
・連 携 プ レーや チ ー ムの 作 戦 な どっ い て よか った こ とや 課題 な ど書 い て み よ う

・今 日の試 合 で楽 しか った こ と、気 づ いた こ とな ど書 い て み よ う
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2事 例2一 ろ う学校 高 等部3年 生 公民 「現 代社 会 」

ろ う学 校 にお け る公 民 「現代 社 会 」 の 一 っの 単 元(日 本 経 済 の 特質 と福祉 の実 現 く労

働 者 の生 活 と労 働 問題 〉)を 取 り」二げ 、 一 単位 時 間 の授 業展 開 にお い て評 価 す る項 目を

四つ の観 点 を基 に提 示 す る。 一 単位 時 間 の授 業 で 評 価す る観 点 は限 られ るが、 今 回 の授

業 では 、 な るべ く多 くの観 点 で 評価 す る よ う試 み た 、、

(1)「 現代 社 会 」 にお いて 養 い た い力 と評価 の観 点

ろ う学校 にお ける公 民 「現代 社 会 」 の学習 で.重要 な こ とは、身 の 回 りの社 会現 象 に

対 し、情 報 の ア ンテ ナ を高 く して関 心 ・意欲 を もち 、 そ の現 象 の 背 景 に あ る もの は何

で あ るか を理 解 し、 考 え判 断す るカ を身 に付 けて い く こ とで あ る。 教科 書 に あ る重 要

語 句や 概 念 の理解 を 十分 に行 い 、知 識 を積 み 上 げ、 判 断力 を 高 めて い くこ とが大 切 で

あ る。 「現 代 社 会 」 の授 業 は 、生 徒 が語 句 を知識 と して 暗 記 す る だ けで はな く、生 徒

が進 ん で社 会 的 事象 に興 味 ・関 心 を も ち、積 極 的 に 学 習課 題 を設 定 し、 追 求 して い く

よ うにす る こ とが 大 切で あ る.

(2)「 現 代 社 会 」 の評 価 の 観 点

関心 ・意欲 ・態度 思考 ・判断 資料活用の技能 ・表現 知識 ・理解

・現代社会の基本的問題 と人間 ・現代社会の董本的問題 と '現 代社会の基本的間題 と ・現代祉会の基

にかわ る事柄に対す関心を高 人間に関わる事柄か ら課 人間にかかわる事柄 に関 本的問題 と人

め、意欲的に課題を追究する 題を見いだ し、社会的事 す る諸資料 を様 々なメデ 問としての在

とともに社会事象を総合的に 象の本質や人間 としての ,イア を 通 し て収 集 し、 有 り方生 き方 に

考えようとする態度 と民主 在 り方生 き方について広 用な情報を主体的に選択 関わる事柄や

的 ・平 和 的 な よ り よい 社 会 の い 視 野 に 立 っ て 多 面 的 ・ し活用 して学び方を身に 学び方を理解

実現に向けて参加、協力する 多角的に考察するととも 付 け る と と も に 、 追 究 し し、 そ の 知 識

態度 を身につけ現代社会に生 に社会の変化や様 ・々な立 考察 した過程や結果 を を身に付 けて

きる人間としての在 り方生 き 場、考え方を踏 まえ公正 様々な方法 で適切に表現 い る 。

方について自覚を深めようと に 判 断 す る 。 す る 。 ・現 代 社 会 の 政

す る.
・現 代 社 会 の政 治

、 経 済 、
・現 代 社 会 の 政 治

、 経 済 、 治 、 経 済 、 国

・現代社会の課題について関心 国際関係に関わる事柄か 園際関係に関わる諸資料 際関係に関す

を 高 め て い る 。 ら課 題 を設 定 し て い る. を 、 様 々 な マ ス メデ ィ ア る基本的な事
・意欲的に課題 を追求 し客観 ・設定 した課題の本質や盟 を 通 して 収 集 し、 役 立 っ 柄や理論など

的に考察 しよ うとす る態度を ま しい解決の在 り方など Il青報を主体的に選択 し活 について 理解

身 に付 け て い る. に つ い て 、 広 い 視 野 に 立 用 し て い る 。 しその知識 を

・現 代 社 会 に 生 き る 一 員 と し ・〕て 多 面 的 多 角 的 に 考察 ・学習の中で追求 し考察 し 身に付けてい

て、平和で民主的な社会生活 し、社会の変化や様 々な た過程や結果を様々な方 る 。

の実現に向けて、主体的に参 立揚、考え方を踏 まえ公 法 で 適 切 に 表現 で き る、,

加 し、協 力 しよ う と して い る。 正 に判 断 して い る。

(3)評 価 規 準 を 作成 す る際 の配 慮

評価 規 準 は 、そ の 時 間 の学 習 の 目標 とも合致 す る もの で あ り、 評価 規 準作 成 に お い

て は、 指 導 の観 点 を明確 にす るた め 、具 体 的 な項 目を挙 げ る必 要 が あ る。 また 、 指 導

の際 に は 、評 価 の み に重 点 が お かれ 、評 価 の た め の授 業 とな らな い よ うに留 意 す る こ
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とも大 切 で ある。 ろ う学校 の1グ ル ー プ の人 数 は 、比 較 的少 人数 なの で 、 各個 人の 状

況 を細 か く観 察 しな が ら評価 す る こ とが可 能 で あ る。

各 単 元 ご とに 、 「現代 社 会 」 の 学 習 にお い て 、確 実 に 理解 してお か な けれ ば な らな

い項 目を挙 げ 、生 徒 一 人 一 人 の学 習 状 況等 を十分 理 解 す る と ともに、 学 習 内容 に あ わ

せ て評 価 規 準 を 作成 す る。 さ らに、 生 徒 に応 じて必 要 な こ と、仲 ば した い 力等 を 明確

にす る こ とが 大切 で あ る。

例 え ば 「選 挙 」 に関 す る ニ ュー ス 記 事 を基 に、 〈 関心 ・意欲 ・態 度 〉<思 考 ・判 断

〉〈 資料 活 用 の技 能 ・表 現 〉〈知'識 ・理解 〉の4観 点 か ら授 業 評価 を行 う場合 、以 下

の項 目が 考 え られ る。 ニ ュ ー ス記 事 は、 「選 挙」 につ い て理 解 す る一 つ の 資料 とな

る。

関心 ・意欲 ・態 度 思考 ・判断 資料活用の技能 ・表現 知識 ・理解

・身近な生徒会選挙に ・投 票 が 、 民 主 政 治 に お い て
・「選 挙 」 の ニ ュ ー ス の 事 ・「選 挙 」 と は 何 か 、 知

参加 し、投粟で選ば 大切な行為であることを認 実について、背景や関 っ て い る 項 目 に つ い

れ る こ と を 知 っ て い 識 し、国民の権利義務であ 連事項について教科 て発表する。既習内
る 。 る こ とを 肯 建 ・否 定 の 両 面 書 ・資料集及びイ ンタ 容 の 整 理 を し、 新 た

・「選 挙 」 が 行 わ れ た か ら多面的に考 えることが 一 ネ ッ ト等 を 利 用 し て な語句や概念が理解
こ と(い つ 、 だ れ を で き る 。 調 査 し、 ま と め る こ と で き る 。

選 ぶ 、 争 点)を 知 っ ・「選 挙 」 結 果 か ら ど の よ う が で き る。 ・政治 に参加する極 め

て い る1, に思 い 、 考 え 、 行 動 した ら ・過 去 の 「選 挙 」 結 果 の て重要な機会である
・「選 挙 」 の 実 施 に か 良いか考えることができ グラフや表の読み とり こ とが わ か る 。

かる有権者の行動 る 。 が で き る。 ・国政選挙の制度の違

(家族や身の回 りの ・「投 票 率 が 高 い 低 い 」 「一 票 いを理解することが

人)に つ い て知 っ て の 格 差 」 等 に つ い て 、 今 回 で き る 。

い る 。 ど うで あ っ た か 、 影 響 を 考

え る こ とが で き る.

(4)指 導 と評価 の 事例(1単 位 時 間の 授 業 の例)

少 人数 で授 業 を行 って い る た め、 生 徒 の一 人一 人 の障 害 の 状 態 を十 分 把握 した上 で 、

評価 規 準 の各 項 目にお い て 評価 す る こ とが可 能 で あ る。 「一卜分 満 足 で き る」 と評価 し

た 生徒 に対 して は、 さ らに知 識 を広 げ るよ うに個 別 の教材 を用意 す る。 「努 力 を要 す

る」 と評 価 した生 徒 に対 して は 、基 本 的 な事項 の定 着 を 目指 し、 さら に指 導方 法 を工

夫 してい くよ うに配 慮す る。

◇ 対 象 高 等部 普 通 科3年 生2グ ルー プ 「現代 社 会 」

◇ 単 元名 日本経 済 の 特 質 と福 祉 の実 現 く労働 者 の生 活 と労働 問題 〉

◇ 単 元 の 目標

・労働 の意 義 を 考 え、 労働 者 と して の権 利 とは何 で ある か を理 解 す る、

・現代 社 会 にお け る 日本 の労 働慣 行 や環 境 の 変化 を資料 を通 じて理解 す る.。

・今 日、 日本 が抱 えて い る労 働 問題 につ いて課 題 を設 定 し、解 決 策 に っ い て 自らの 考 え

を ま とめ る。

◇ 生 徒 の 実 態

本 グ ル ー プ は 習 熟 度 別 学 習 グ ル ー プ の 中位 グ ル ー プ で あ る 、,二]ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン は 聴
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覚 を活用 しなが ら口話 を 中心 に、手 話 、 指 文字 等 を併 用 して い る。 公 民 と して の用語 、

概 念 の理 解 は、 社 会 的経 験 の 不足 や 語 彙 力 の 乏 しさか ら抽 象 的 思 考 が 困難 な 面 はあ るが 、

積 極il勺にiら の意 見 をILLIし、 授 業 に参 加 して い る1、グルー プ 内で お 互 い の意 見 を交換 し、

議 論 す る よ うにな った。 生 徒 の興 味 ・関 心 に応 じて、 今 まで知 らな い こ とが理 解 で き た

とい う満足 感 が もて る授 業 展 開 を心 が け る.

◇単元の評価規準

関 心 ・意欲 ・態度 思考 ・判断 資牽斗活用の技育旨・表現 知識 ・理解
・戦後の 日本経済の歩みと現状を ・様 々 な 労働 問 ・失業者の増加や遭休 二 日 ・雇用の促進・や労働条件向

理解 しなが ら、労働問題の現状 題 に 対 し、 自 制、過労死、女性や高齢 上の必要性を憲法の定め

と課 題 を と らえ てい る. らの考えをも 者 ・障害者の雇用問題に に基づいて理解すること

・労働条件 を、家族や身近な働く ち 、 表 現 す る 関する事例を収集 し整理 が で き る。

人及び将来の自分の問題 として こ とが で き す る こ と が で き る,、 ・労働基準法の概嬰を整理

と らえ る こ と が で き る。 る 。 す る こ とが で き る。

◇本 時 の 目標

・日本 の 労働 時 間 及 び雇 用 情 勢 に つ いて 資 料 を読 み取 りな が ら考 察す る.

・過 労 死 に っ いて の 現状 を理 解 し、 自身 の 労働 観 を もっ。

・失 業 の 現状 を理解 し、 ワー ク シェ ア リン グに つ い て考 察す る.

◇本時の評価規準

関心 ・意欲 ・態 度 思考 ・判断 資料活用の技能 ・表現 知識 ・理解
・働 くこ と につ い て 、 自 ・現状の労働環境の ・労働 時 間 、 失 業 率 に つ い ・労働碁準法の概要を理解す

分のこととして考える 状況にっいて白分 ての数字、グラフの変化 る 。

こ とが で き 奮 、 と して どの よ うな を 読 み と り、 説 明 す る こ ・「過 労 死 」 の 現 状 ・「ワ ー ク

・[本 の労働環境の現状 対応 ・態度が必要 とが で き る。 シ ェア リン グ」 の原 理 が わ

を積極的に理解 しよう か説明することが か る 。

とす る、 で き る。

◇本時の指導

学習内容 学習活動 指導上の留意点 ・評価 の観点

〈導入 〉 どうして人は働 くのか、労働の意義、権 前時の復 習を させ 、発言 を促す。

労働の意義 利等の確認をする。 関:意 欲的 に発 言で き る、1

労働の権利
〈展開〉 ユ 働いてみたい企業について考える. 思:自 分 の こ と と し て 働 く こ と を イ メ ー ジ す

日本の労働 ・労働 時間 ・賃金 にっいて、具体的 に考 る こ とが で き る。

環境の現状 察す る。 例示(資 料〉

教師1労 働条件の異なる3社 を提示す 生徒の進路状況を踏まえる。

る 。 労働 基準法の条文 を確認 させ る。

生徒:意 見を述べ合って、互いに価値 (OHP資 料提示)

観の理解 を図る。 知:労 働 基準 法 の規 定 を理解 でき る。

統計資料(年 問総労働時間の国際比
2労 働基 準法の労働時間にっいて確認 較〉 を用いて グラフの変化 を読み取

し、 国際比 較 を行 う。 らせ る。(OIIP資 料 提示)
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*視 覚的なカー ドを使用する。

資,グ ラ フ の 読 み 取 りが 適 切 に で き る。

過労死 3長 時開労働 の実態 を理解 し 「過労死」 「KAROS}II」 が 世界 的 に知 ら

にっいて考察する。 れている現象であることを理解 させ
・新聞記事から事例を理解する。 る 。

教師:新 聞記 事を提示する。 知 ・過労 死の 意 味の理解 が で きる。

生徒:感 想 を発表す る。 思:過 労死の 背景 に ある もの を理解 し、 自

・労災補償状況について理解す る. 分 の考 え を整 理 し発表 す るこ とがで きる。

教師:ポ イ ン トを板 書す る。 概要を とらえ、身近 な問題であるこ

生徒:板 書 を写す。 とを感 じさせ る。

(OHP資 料提示)

具体的な数字(過 労死等の労災補償

状況)の 変化について考察 させ る。

(OIIP資 料提 示)

思:数 字 の変化 か ら過 労死 の現状 を理解す

る こ と が で き る,

失業 4日 本の失業率の グラフか ら厳 しい雇用 資料(日 本の完全失業率)を 提示 し

情勢にっいて考察する. 赤ペンでなぞ らせ る。(最 新のデー

教師:グ ラフ を提示 す る. ター も紹介す る)

生徒:OHPに 不足部分 を書き足す。 資:グ ラ フの 読 み 取 りが 適 切 に で き る,。

互いの意見 を述べ合 う。 思'完 全 失業 率 の増加 や悪化 す る雇 用情 勢 に

つ いて 多面的 ・多角的 に考 察す るこ とがで

5働 きたい人が働 ける環境 を作 るために き る 。

には どの よ うに した らよいか 考 える. 思:自 分 の労働 観 を持 っ こ とが でき る。

生徒;意 見を述べ合って、互いに価値

観の理解 を図る。

ワ ー ク シ ェ 6ワ ー クシェア リングの原理 を理解す 知:ワ ー クシ ェ ア リ ン グ の 意 味 の理 解 が で き

ア リング る 。 る 。

教師:ポ イ ン トを板 書 す る。

生徒:板 書 を写す。

〈ま とめ 〉 本時の学習内容を確認 し、次の時間(女 性 ワー クシー トのチ ェ ッ クを行 う.

労働者の現状)に ついて 予告をす る。
'

生 徒:ワ ー ク シー トを記入 す る。

教 師1ワ ー ク シー トの確 認 をす る。

●授 業 の 際 の配 慮 事項(聴 覚障 害 に対 す る具 体 的 な配 慮)

・視 覚 教材 を有 効 に 活用 し、イ メー ジ化 を図 る。

・繰 り返 し確 認 す る こ とで 、概念 の定 着 を図 る.

・生 徒 に応 じた コ ミュニ ケー シ ョ ン手 段 を用 い る。

・ワー ク シー ト等 を 準備 し、 細 か く確 認 す る。

・わか らな い語 句 、 言葉 にっ い て はす ぐに 自 ら調 べ る習 慣 を身 に 付 け る。

・生 徒 同士 が活発 に話 合 いが で き る よ う、細 か くテ ー マ を 区切 って 質 問 を行 う、

・生 徒 同 ヒが 互 いの意 見 を理解 し
、確 認 し合 うよ う促 す 。
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◇ ワー ク シー トと配 付 資料

【労働環境の現状 と課題】

1.労 働 の意義(ど うして働 くの?)

2.労 働 時間

労働 法 … 一 日( )時 間 一週(

じ たん

)の 動 き

)時 間 〈 〉条

長 時間労働(

「KAROSHI」()

働 き過 ぎが原 因となって脳疾患や心臓疾患で突然死 亡す ること
3.厳 しい雇用情勢

完全 率 … 働 く意志 を もってい る者の うち、 どれ く らい失業 して

いる者がい るか を表す

↓一 コ
一人あたりの労働時間を削減 してその分労働者数を減少 させずに確保する

く例〉

A B C D E F

賃金 20万 20万 20万 20万 20万 20万 人件費計
労働時間 8時 間 8時 間 8時 間 8時 間 8時 間 8時 間 労働時間計

↓不況 会杜の利益が減る

人件費の削減(半 分) ( )万
ABCDEFは どうなる?

A B C D E F

賃金 人件費計
労働時間 労働時間計

(5)評 価 の際 の 留意 点

定期 考 査 は 、生 徒 の 学習 状 況 を把 握 す る一 つ の評 価 方 法 で あ る。 甚礎 的 な知 識 や

思 考力 ・判 断力 をは か る 問題 な どパ ター ンや難 易度 を変 え、 グル ー プ の 評価 規 準 に

合 わせ て 作成 して い く。 そ れ は 、生 徒 の理解 力 を見 るだ け で な く、教 師 自身 が授 業 を

振 り返 る機 会 とな る。 また 、 評価 は生 徒 の 学 習 を促 す ととも に、 次 の指 導 の改 善 を示

唆す る役 割 もあ る。

地 理歴 史や 公 民 で は 、 〈知識 ・理 解 〉や 「知 識 の 記憶 量 の測 定」 とい う観 点 を重 視

しが ちで あ る。 評 定 を行 う際 、ペ ー パ ー テ ス ト等 か ら 「知 って い るか ・知 らな いか 」

の一 部 の観 点 に偏 っ た評 定 が行 われ る こ とのな い よ う問題 を工夫 し、 各 単 元 ご とに 四

つ の観 点 に よ る総 合 的 な評価 を十 分 に行 うこ とが 大切 で あ る。 日常 の 評価 の大 切 さを

再 確認 し、ペ ーバ ー テ ス トのみ で評価 す る考 え方 を 改 めな けれ ばな らな い.

以 下 の評価 方 法 を活 用 して 、 四つ の観 点 の バ ラン ス を取 りなが ら各単 元 の評価 を す

る こ とが 必 要 で あ る。

関 心 ・意 欲 ・態 度 思考 ・判断 資料活用の技能 ・表現 抽識 ・理解

定期考査

小テス ト(確認テス ト)

レポ… ト課題
O

o

○(論 述)

o

O(表 グラフの読み とり)

o(課 題解決学習)

o

o
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ノ ー ト、 プ リ ン ト点 検 0 o o

授業での発言 o o

発表の内容態度等 o

(6)評 価 規 準 を 作成 して の評 価観 の 変化

・これ まで 主観 的 に評価 して い た が 、評 価 が 客観 的に な り、 評価 す る こ とに教 師 が 自

信 を もつ こ とが で きる。

・4観 点 に よ る評 価 に よ り
、 一一つ の観 点の 評価 が低 い 場合 で も、 他 の 観 点 の評価 が 高

けれ ば 高 い評 価 をす る こ とが で き る。 〈知識 ・理解 〉 にお いて も、 もの ご とを知 っ

てい るだ け でな く、資 料 を活 用 した り、 自 ら積 極 的 に意 見 を述 べ た こ とな ども考慮

して 評価 す る こ とが大 切 で あ る。

・目標 が 明確 にな り、次 の指 導 の課 題 が具 体的 に見 えて くる。

・評 価 の観 点 をプ ラス の側 か ら見 て 、生 徒 の 良 い面 を 引 き 出す こ とが で き る。

・生 徒 が何 を どの よ うに努 力す れ ば 良 いの か具 体 的 に 示す こ とで
、 自 ら学 ぶ 意欲 や 、

関心 等 を高 め る こ とが で き る。

V研 究 の成 果 と今後 の課題

1研 究 の 成果

(1)観 点 別 学 習状 況 の評 価 に基 づ い て 、 目標 に 準拠 した 評価 規 準 を作 成 した こ とに よ

り、 客観 的 で 達成 度 が 明確 な評 価 を行 うこ とが で き た。 具 体 的 な 評価 規 準 に基 づ いた

評価 は 、教 師 自身 の指 導 を 見直 し、 指 導 の改 善 に役 立 て る こ とが で きた.

(2)習 熟 度別 学習 グルー プ ご との評 価 にお い て 、生 徒 の 実鮨 を適 切 に捉 え 、指 導 に活

かす た め には 、 グル ー プ ご との 評価 規 準が 必 要 で あ る こ とが 明 らかに な った。

(3)偏 った観 点 で は な く、様 々 な観 点か ら評価 をす る こ とに よ り、 生徒 に対 す る評 価

観 が変 わ り、生 徒 を多面 的 に評 価す る た めの方 法 を工 夫す る よ うにな った。 そ の こ と

が 、教 材 ・教 具 の 工夫 ・改 善 にっ な が った。

(4)障 害 の特 性 に応 じた 評 価 規準 を検 討 す る こ とに よ り、指 導 内容 ・方 法 の工 夫や 必

要 な配 慮 事 項 が 明 らか に な った.

2今 後 の 課 題

(1)新 しい評 価観 を確 立 す るに は 、教 師 の 評価 に対す る意 識 改 革 を進 め る必 要 が あ る.

(2)指 導 と評 価 の 一体 化 を図 るた め には 、 常 に授 業 改 善 を 図 り、 各教 科 にお け る評価

方 法 ・指 導方 法 等 に っ い て さ らに研 究 開 発 を進 め る必 要 が あ る。

(3)生 徒 や 保 護者 に対 して 、 各学 校 で評価 規 準 を作成 し、評 価 の在 り方 につ い て 明確

に示 す必 要 が あ る。

(4>障 害 の特 性 に配 慮 した観 点別 学 習 状況 の評 価 を行 うた めに は 、観 点 の 重 み付 けの

在 り方 に っ いて も さ らに検討 す る必 要 が あ る。
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